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事 業 報 告 書
《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》

Ⅰ．実施事業

１．人材確保及び技術・技法継承事業

伝統工芸士の認定事業では、伝統的工芸品産業の根幹である伝統的技術・技法を継承するため、各産

地で実技試験の視察を行うことで試験の厳正な実施を強化するとともに、面接試験により「産地の技術

者のリーダー」として伝統工芸士の役割が改めて認識されるよう求めた。また、認定を受けた伝統工芸

士の５年毎の更新においても、更新試験により産地協力への確認を求め、伝統工芸士の価値を高めるこ

ととした。

さらに、高い技術で製品づくりを行い、産地に貢献してきた伝統工芸士で、現役を引退した後も、特

にその高い技術や見識により、第一線で働く技術者のお手本と呼べる存在である技術者を名誉伝統工芸

士として認定することにより、その実績に敬意を表し、引き続き産地振興への協力をお願いすることと

した。

「児童・生徒の教育事業」では、暮らしの中での和の味わいと関連させつつ工芸品に関心を呼び起こ

すため、産地には工芸品製作体験をさせるだけでなく、現代生活での使用例を示すよう促した。

「ふるさと体験・交流事業」では、産地後継者発掘の手段である趣旨に沿うよう産地の求人実情を正

確に伝えるよう促した。

また、新規もしくは雇用間もない従事者を指導する産地組合に対し、指導に要する謝金を補助する「新

規従事者指導支援事業」を実施し、円滑な技術・技法習得の推進、産地後継者の確保・育成を支援した。

１）伝統工芸士認定等事業

経済産業大臣指定伝統的工芸品等の製造に関する伝統的な技術・技法に熟練した従事者の認定を行

い、その知識・技術・技法の向上を図り、もって伝統的工芸品産業の振興に寄与することを目的とし

て、従事年数１２年以上の技術者を対象に試験を実施し、合格者の認定登録を行った。また、面接試

験を導入して「産地の技術者のリーダー」として産地振興に果たすべき伝統工芸士の役割が改めて認

識されるよう求め、伝統工芸士の価値を高めることとした。

① 伝統工芸士審査委員会委員（順不同・敬称略）

委 員 長 宮 崎 清 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会評議員

副委員長 増 村 紀一郎 漆芸家、東京芸術大学名誉教授、

重要無形文化財「髹漆」保持者

委 員 江 上 昌 幸 東京都工芸染色協同組合理事長

斎 藤 秀 幸 経済産業省製造産業局伝統的工芸品産業室長

野 澤 功 一 秩父銘仙協同組合理事長

福 井 隆一郎 堺刃物商工業協同組合連合会理事長

松 崎 光 正 東京都雛人形工業協同組合理事長

森 将 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会副代表理事

東京金銀器工業協同組合理事長

山 本 昌 弘 京都陶磁器協同組合連合会会長

（５０音順・敬称略）

② 認定試験の実施等

実施産地数・受験者数 ３８工芸品３７産地 １２３名

合格者数 ３４工芸品３４産地 ９７名



 
 

 

目  次 
 
 

事 業 報 告 書 
 

《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》 
 

Ⅰ 実施事業

１ 人材確保及び技術・技法継承事業・ １

２ 産地指導事業・・・・・・・・・・ ４

３ 普及推進事業・・・・・・・・・・ ４

４ 需要開拓事業・・・・・・・・・・１４

５ その他の振興事業・・・・・・・・１７

Ⅱ 法人の概況・・・・・・・・・・・１８

１ 設立年月日

２ 定款に定める目的

３ 定款に定める事業内容

４ 会員の状況

５ 主たる事務所の状況

Ⅲ 役員会等に関する事項

１ 理事会の開催・・・・・・・・・・１９

２ 評議員会の開催・・・・・・・・・１９

３．評議員選定委員会の開催・・・・・２０

４．業務執行会議の開催・・・・・・・２０

５ 評議員・・・・・・・・・・・・・２０

６ 理事・監事・・・・・・・・・・・２０

７．評議員選定委員・・・・・・・・・２１

Ⅳ 庶務事項

１ 基本財産の造成・・・・・・・・・２２

２ 収支及び正味財産増減の状況並びに

財産の状態の推移・・・・・・・・２２

３ その他の庶務事項・・・・・・・・２３

４ 会員名簿・・・・・・・・・・・・２４

５ 作成資料等一覧・・・・・・・・・３０

６ 事業報告の附属明細書・・・・・・３１

 
 
 
 

収 支 決 算 書

《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》

Ⅰ 財務諸表・・・・・・・・・・・・３２

 
 

事 業 報 告 書
《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》

Ⅰ．実施事業

１．人材確保及び技術・技法継承事業

伝統工芸士の認定事業では、伝統的工芸品産業の根幹である伝統的技術・技法を継承するため、各産

地で実技試験の視察を行うことで試験の厳正な実施を強化するとともに、面接試験により「産地の技術
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さらに、高い技術で製品づくりを行い、産地に貢献してきた伝統工芸士で、現役を引退した後も、特
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した。

「児童・生徒の教育事業」では、暮らしの中での和の味わいと関連させつつ工芸品に関心を呼び起こ

すため、産地には工芸品製作体験をさせるだけでなく、現代生活での使用例を示すよう促した。

「ふるさと体験・交流事業」では、産地後継者発掘の手段である趣旨に沿うよう産地の求人実情を正

確に伝えるよう促した。

また、新規もしくは雇用間もない従事者を指導する産地組合に対し、指導に要する謝金を補助する「新

規従事者指導支援事業」を実施し、円滑な技術・技法習得の推進、産地後継者の確保・育成を支援した。

１）伝統工芸士認定等事業

経済産業大臣指定伝統的工芸品等の製造に関する伝統的な技術・技法に熟練した従事者の認定を行

い、その知識・技術・技法の向上を図り、もって伝統的工芸品産業の振興に寄与することを目的とし

て、従事年数１２年以上の技術者を対象に試験を実施し、合格者の認定登録を行った。また、面接試

験を導入して「産地の技術者のリーダー」として産地振興に果たすべき伝統工芸士の役割が改めて認

識されるよう求め、伝統工芸士の価値を高めることとした。

① 伝統工芸士審査委員会委員（順不同・敬称略）

委 員 長 宮 崎 清 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会評議員

副委員長 増 村 紀一郎 漆芸家、東京芸術大学名誉教授、

重要無形文化財「髹漆」保持者

委 員 江 上 昌 幸 東京都工芸染色協同組合理事長

斎 藤 秀 幸 経済産業省製造産業局伝統的工芸品産業室長

野 澤 功 一 秩父銘仙協同組合理事長

福 井 隆一郎 堺刃物商工業協同組合連合会理事長

松 崎 光 正 東京都雛人形工業協同組合理事長

森 将 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会副代表理事

東京金銀器工業協同組合理事長

山 本 昌 弘 京都陶磁器協同組合連合会会長

（５０音順・敬称略）

② 認定試験の実施等

実施産地数・受験者数 ３８工芸品３７産地 １２３名

合格者数 ３４工芸品３４産地 ９７名

− 1 −



登録者数 ３４工芸品３４産地 ９７名（２０２１年２月２５日付）

認定者数累計 ８ １３７名

③ 伝統工芸士審査委員会の開催

第１回審査委員会 コロナウィルス感染症拡大のため、書面での審議とした。

（２０２０．８月）

第２回審査委員会 ２０２０ １２ ２１（月） 於：協会

④ 実技試験視察

実技試験の実施状況について、審査委員が視察を行った。

・浪華本染め ２０２０ １０ ８（木）

・京くみひも ２０２０ １０ ８（木）

・越前漆器 ２０２０ １０ ８（木）

・大阪金剛簾 ２０２０ １０ ２７（火）

・甲州水晶貴石細工 ２０２０ １１ ６（金）

２）伝統工芸士更新試験

伝統工芸士名簿に登録後、５年毎に受講し、伝統工芸士の技術及び知識水準の維持・向上を図る目

的で、技術水準の保持に加え産地振興への協力意思の確認を求めるよう実施。平成７、１１、１７、

２２、２７年度に認定登録された伝統工芸士と前年度に産地事情や病気等で受験できなかった伝統工

芸士が対象。

［産地の取り組み状況］

受講対象者を擁する産地 １３３産地

更新試験実施産地 ９３産地

次年度繰延べ産地 ４０産地

［更新試験実施状況］

実施期間 ２０２０ ８ ２１（金）～１１ ２５（水）

実施産地 ９３産地

受験者数 ２９２名

合格者数 ２９０名

３）伝統工芸士叙勲の推薦

伝統工芸士の長年の産地振興の功績に対する叙勲（Ⅱ類）について、当協会の推薦により次の伝統

工芸士が受章した。

受章者数 ３８名（累計１ ２１３名 男性：１ １２４名 女性：８９名）

２０２０ ４ ２９ １７名 瑞宝単光章

石 田 俊 雄（信州打刃物） 中 里 一 郎（三川内焼）

石 本 則 男（木曽漆器） 野 田 大 作（赤津焼）

岩 崎 ミフ子（本場大島紬） 長谷川 剛 士（京表具）

梅 原 廣 隆（常滑焼） 日 比 勝 治（京鹿の子絞）

岡 田 修（京仏具） 村 田 清（金沢漆器）

木 下 敏 之（京友禅） 森 德 壽（飯山仏壇）

清 水 郁 男（山中漆器） 山 田 義 明（九谷焼）

田 中 稔 貢（京友禅） 山 本 幸 夫（大阪泉州桐箪笥）

坪 井 秀 夫（西陣織）

２０２０ １１ ３ ２１名 瑞宝単光章

浅 野 盛 光（東京銀器） 高 見 芳 雄（京表具）

安 藤 忠 彦（京人形） 長 池 廣 行（播州三木打刃物）

大 村 俊 男（駿河竹千筋細工） 中 嶋 虎 男（山中漆器）

表 正 則（山中漆器） 西 田 太平次（京石工芸品）

加 藤 白 次（京焼・清水焼） 林 克 美（江戸切子）

鎌 瀧 隆（東京手描友禅） 東 登百江（本場大島紬）

川 上 忠 義（西陣織） 森 川 明 洋（東京手描友禅）

北 岡 英 雄（越前打刃物） 山 上 寛 恭（紀州へら竿）

佐 治 完 三（京人形） 山 岸 和 幸（京鹿の子絞）

澤野井 正 晴（京仏具） 山 本 英 明（堺打刃物）

志 賀 豊（京友禅）

４）名誉伝統工芸士認定等事業

現役を引退して伝統工芸士称号を返上した後も、特にその高い技術や見識により、第一線で働く技

術者のお手本と呼べる技術者に「名誉伝統工芸士」の称号を贈る「名誉伝統工芸士認定事業」につい

て、１５産地より推薦のあった１５名を認定することを決定した。

５）児童・生徒に対する伝統的工芸品教育等事業

伝統工芸士等の職人が、小学生・中学生に対して、伝統的工芸品の生活の中での使われ方や特性、

技術・技法、原材料に関する講習や、工芸品の製作体験を実施することにより、児童・生徒の伝統的

工芸品に関する興味や地元の地域産業への関心を高めることを目指した。

実施産地組合数 ８４産地組合（前年度 １０７産地組合）

実施学校数 ４７２校 （前年度 ５７７校 いずれも延べ申請件数）

受講者数 ２２ ７６１名 （前年度 ２９ ０９１名）

延べ実施日数 ４９８日 （前年度 ６００日）

６）伝統的工芸ふるさと体験・交流等事業

伝統的工芸品の製作実演及び製作体験指導を通じ、学生・社会人等が、伝統工芸士等の持つ技に直

接触れる機会を増やし、伝統的工芸品に対する理解や愛着を促し、その産業を支える環境や従事者に

対して関心を持ち、産地就労の契機とするために実施した。

「伝統的工芸品体験フェア」

実施団体数 ９件（前年度 １８件）

実施件数 １４件（前年度 ２８件）

参加者数 ６４９名（前年度 １ ３４３名いずれも体験参加者のみ、来場者は含まない）

就労実績 ０名（前年度 １産地２名）

７）新規従事者指導支援事業

新規もしくは雇用間もない従事者を指導する産地組合のうち指定された技術保持者が少数、高齢で

あるなど、継承に緊急度が高い産地に対し、指導に要する謝金を補助した。

① 申請、実施産地数

申 請 ２４産地２８工程

実 施 ２３産地２６工程（前年度 １５産地１７工程）

結城紬、東京染小紋、京鹿の子絞、常滑焼、九谷焼、石見焼、波佐見焼、川

連漆器、村上木彫堆朱、鎌倉彫、樺細工、大阪泉州桐箪笥、東京銀器、越前

打刃物、堺打打刃物、名古屋仏壇、尾張仏具、彦根仏壇、川辺仏壇、奈良筆、

江戸木目込人形、江戸切子、伊勢形紙

② 進捗状況の確認

産地内の同工程の製造技術者、同業種他産地の製造技術者が、指導状況の確認のため各事業所を

訪問した
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登録者数 ３４工芸品３４産地 ９７名（２０２１年２月２５日付）
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な新媒体を積極的に活用した。

また、媒体関係者との関係強化に努め取材依頼等に対応し、無料掲載（編集協力）の拡大を行った。

１）伝統的工芸品普及等事業

伝統的工芸品に対する消費者・流通関係者の理解の増進に努めるとともに、伝統工芸青山スクエア

の周知の向上並びに伝統工芸士の地位向上、伝統マークの認知向上を通じて、伝統的工芸品のＰＲを

図った。

➀ 新聞・雑誌等

年は新型コロナウィルス感染拡大によるステイホームの影響により、書籍・雑誌の需要が例

年に比べて高まると推察し、①発行部数が堅調な媒体、②発売期間が長いムック本、③年間購読（ま

たは会報誌）などで確実にユーザーの手元に届く媒体の３つに的を絞り、伝統的工芸品と親和性の

高い雑誌を選択した。

掲出内容は、「伝統工芸青山スクエア」のデザインを一新し、≪丁寧な暮らし≫を求める人々へ

届くよう、「大館曲げわっぱ」を中心とした女性向け広告、「江戸切子」を中心とした男性向け広告

の２種を作成。暮らしのなかで伝統的工芸品の使用イメージが浮かぶビジュアルを作成した。併せ

て「協会証紙／伝統証紙」、伝統マークの を図った。

タイアップ記事広告については、①「伝統工芸士」の認知度向上、②「伝統工芸青山スクエア」

と伝統的工芸品の紹介の２軸で媒体を検討し出稿した。新聞は発行部数が多い「日経新聞」「読売

新聞」への掲載を行い、特に前者（日経新聞）は上部に伝統的工芸品にまつわる取材記事を掲載し、

読者の興味関心を引く工夫を行った。

【掲載媒体数】

回 ミセス 回 ひととき 回

回 素敵なあの人 回 別冊太陽 回

カーサブルータス 回 大人のおしゃれ手帳 回 和楽 回

クロワッサン 回 エクラ 回 芸術新潮 回

回 プレシャス 回 回

クーネル 回 回 文藝春秋 回

トランジット 回 回 回

家庭画報 回 婦人公論 回 回

婦人画報 回 天然生活 回 てんとう虫 回

美しいキモノ 回 クレア 回 致知 回

回 回 俳句アルファ 回

回 回 歴史街道 回

回 サライ 回 散歩の達人 回

日経ウーマン 回 男の隠れ家 回 ELLE DÉCOR 回

週刊文春 回 回 きものサロン 回

週刊新潮 回 日経トレンディ 回 銀座百点 ２回

日経マガジンスタイル 回 モノマガジン 回
「

」
回

マリークレール（読売） 回 回 「 」 回

日経新聞 回 ナイルスナイル 回

読売新聞 回 歴史人 回

２．産地指導事業

産地の伝産表示対策適正化指導。 
産地の実勢（生産額、従事者、原材料等不足状況等の実態）を調査。また、地方自治体の伝産関連事業者

支援予算調査を実施し、集計内容を自治体へ情報提供した。 
産地が抱える問題の中からテーマを絞り、改善策の検討を行った。

１）指定産地振興指導等事業

① 検査体制の整備促進事業

伝統的工芸品表示の適正化及び実施促進を図るため、下記の１１産地に対し職員が出向き、現地

指導を行った。今後は適正に実施している産地名を公表して、表示事業への再認識を促す。

産地組合検査指導実施産地

１．江戸木目込人形（東京） ２０２０． ７． ８

２．本場黄八丈 １０．２１

３．尾張仏具 １１．１１

４．東京アンチモニー工芸品 １１．１８

５．宮古上布 １１．２０

６．江戸切子 ２０２１． １．１３

７．秩父銘仙 ３． ４

８．春日部桐簞笥 ３．１１

９．東京染小紋 ３．２６

．東京無地染 ３．２６

．江戸からかみ ３．２６

② 産地振興の指導

指定産地組合等が策定する振興計画ならびに伝産表示規程に関する指導助言等を行ったほか、国

との情報共有により、活性化事業の実施に資する情報提供を行った。

２）伝統的工芸品産地調査・診断等事業

① 産地実勢調査

伝統的工芸品産業の実勢の把握を目的として、産地における生産額、企業数及び従事者数に関す

る「実勢調査」を実施した。 
② 自治体伝統的工芸品産業支援関連予算調査

都道府県、協会会員政令指定都市、市町村並びに指定告示において「主な製造地域」となってい

る自治体に対し、伝統的工芸品産業従事者が活用できる予算についての調査を行い、当協会事業の

参考とすると共に、自治体との連携推進の一助とした。

③ 産地調査診断

伝統的工芸品産地が抱える問題を調査し、その改善策について検討を行った。

実施産地：豊橋筆、伊勢形紙、大阪泉州桐箪笥、丹波立杭焼、播州三木打刃物

３．普及推進事業

普及広報では、伝統的工芸品の各種媒体による PR、官民一体の伝統的工芸品月間キャンペーン事業、

販路拡大にもつながる JTCW 事業、総合展示・情報発信施設として「伝統工芸青山スクエア」の運営、

スクエアへの誘因を目指したエリア広告、また「伝統マーク」及び「伝統工芸士」の周知拡大をさらに

推進し使い手の関心を喚起するＰＲを重点的に実施した。加えて、伝統的工芸品の技の一端を視覚的に

紹介するイメージ映像を作成し、ホームページ及び YouTube 等で公開したほか、SNS 広告など効果的
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．江戸からかみ ３．２６

② 産地振興の指導

指定産地組合等が策定する振興計画ならびに伝産表示規程に関する指導助言等を行ったほか、国

との情報共有により、活性化事業の実施に資する情報提供を行った。

２）伝統的工芸品産地調査・診断等事業

① 産地実勢調査

伝統的工芸品産業の実勢の把握を目的として、産地における生産額、企業数及び従事者数に関す

る「実勢調査」を実施した。 
② 自治体伝統的工芸品産業支援関連予算調査

都道府県、協会会員政令指定都市、市町村並びに指定告示において「主な製造地域」となってい

る自治体に対し、伝統的工芸品産業従事者が活用できる予算についての調査を行い、当協会事業の

参考とすると共に、自治体との連携推進の一助とした。

③ 産地調査診断

伝統的工芸品産地が抱える問題を調査し、その改善策について検討を行った。

実施産地：豊橋筆、伊勢形紙、大阪泉州桐箪笥、丹波立杭焼、播州三木打刃物

３．普及推進事業

普及広報では、伝統的工芸品の各種媒体による PR、官民一体の伝統的工芸品月間キャンペーン事業、

販路拡大にもつながる JTCW 事業、総合展示・情報発信施設として「伝統工芸青山スクエア」の運営、

スクエアへの誘因を目指したエリア広告、また「伝統マーク」及び「伝統工芸士」の周知拡大をさらに

推進し使い手の関心を喚起するＰＲを重点的に実施した。加えて、伝統的工芸品の技の一端を視覚的に

紹介するイメージ映像を作成し、ホームページ及び YouTube 等で公開したほか、SNS 広告など効果的
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・「VERY」１２月号  ・「ELLE DÉCOR」１２月号 
・「STORY」２０２１年１月号  ・「婦人画報」２０２１年１月号 
・「健康都市デザイン」２０２１年３月号 ・「モノマガジン」２０２１年３月号 
・「音遊人」２０２１年３月号  ・会報誌「リブロン」vol.10（２０２１年１月発行） 
・「日経新聞／NIKKEI プラス１」内「何でもランキング」２０２１年２月１３日刊行 

＜電波媒体＞

・訪日外国人向け WEB メディア「daisuki-nippon」 ２０２０ ８ ２６～掲載

・フジテレビ系「なりゆき街街道」 ２０２０ ７ １２ 放送

・テレビ朝日系「マツコ＆有吉のかりそめ天国」 ２０２０ １２ ４ 放送

※２０２１ １ １７ 再放送

・TBS テレビ「和心百景」

第１８１回～第１８３回 江戸節句人形 ２０２０ ４ １８～５ ２放送

第１８４回 樺細工、大館曲げわっぱ ２０２０ ５ １９放送（再放送）

第１８５回 一位一刀彫、天童将棋駒 ２０２０ ５ １６放送（再放送）

第１８６回 伊勢形紙 ２０２０ ５ ２３放送（再放送）

第１８７回 江戸指物 ２０２０ ５ ３０放送（再放送）

第１８８回 本場大島紬 ２０２０ ６ ６放送（再放送）

第１８９回 高山茶筌 ２０２０ ６ １３放送（再放送）

第１９０～１９２回 肥後象がん ２０２０ ６ ２０～７ ４ 放送

第１９３～１９５回 春日部桐箪笥 ２０２０ ７ １１～７ ２５放送

第１９６～１９８回 浪華本染め ２０２０ ８ １～８ １５放送

第１９９～２０１回 羽越しな布 ２０２０ ８ ２２～１９ ５放送

第２０２～２０４回 甲州水晶貴石細工 ２０２０ ９ １２～９ ２６放送

第２０５～２０７回 高岡銅器 ２０２０ １０ ３～１０ １７放送

第２０８～２１０回 備前焼 ２０２０ １０ ２４～１１ ７放送

第２１１～２１３回 千葉工匠具 ２０２０ １１ １４～１１ ２８放送

第２１４～２１６回 京鹿の子絞 ２０２０ １２ ５～１２ １９放送

第２２０～２２２回 尾張七宝 ２０２１ １ ２３～２ ６放送

第２２３～２２５回 東京手描友禅 ２０２１ ２ １３～２ ２７放送

第２２６～２２８回 東京アンチモニー工芸品 ２０２１ ３ ６～３ ２０放送

＜その他＞

・ポプラ社刊『調べてみよう！伝統工芸のみりょく』全７巻の監修・編集協力

小学校４年生国語科の授業で、「伝統工芸のよさを伝えよう」という単元の補助教材として、

全国の小学校・図書館に発売する図書セットの監修依頼を受け、内容の校正や画像提供など

の編集協力を担当。子どもたちへの伝統的工芸品の普及の一助となった。

・日本コカ・コーラ「綾鷹」の伝統工芸支援ボトルの製作協力

日本コカ・コーラ株式会社の企画を受け、伝統的工芸品１３品目をデザインモチーフにし

た「伝統工芸支援ボトル」の製作に協力した。発売日である２月１５日には、「伝統工芸 青

山スクエア」においてプレス向け発表会を開催した。発売後は日本コカ・コーラによるテレ

ビ CM などの広報もあり、全国に伝統的工芸品を PR する機会となった。

２）伝統的工芸品の表示の推進

伝統証紙を発行するとともに、新たな証紙として協会証紙の運用を開始し、産地組合の伝統マーク

利用の促進に努めた。

① 伝統証紙事業（素材証紙含む）

ａ．発行枚数 合計１４８ ７１４枚（前年度２９７ ２５０枚）

② ダイレクトメールの発行（すべて両面４色印刷）

・催事案内①（ 、 月催事） 四角形（変形）ハガキ １回

・催事案内②（ 、 、 月催事） 丸形（変形）ハガキ １回

・夏季臨時「暑中見舞い」うちわ型ハガキ １回

・催事案内③（ 、 、 月催事）および「マスクケース」 １回

・「若手匠衆 前期・後期」 官製ハガキサイズの詳細案内 ２回

・催事案内④（１、２、３月催事）および「 年度卓上カレンダー」 １回

③ 映像制作

・伝統的工芸品映像 手技「TEWAZA」（６産地）

香川漆器、南木曾ロクロ細工、二風谷イタ、都城大弓、江戸和竿、奈良墨

・映像公開 ６８産地（協会 YouTube チャンネル）

PV 数 ５ ８１０ ８０８回（国内６０１ ７５５回 海外５ ２０９ ０５３回）

前年 PV 数 ９ ４５５ ３６６回（国内８４３ ９９５回 海外８ ６１１ ３７１回）

④ 「伝統工芸青山スクエア」SNS 運用 
新型コロナウィルス感染拡大の影響により、関東圏外・インバウンドの来店誘致が実質不可能に

なったことから、WEB・EC の強化と併せて、SNS を活用した伝統的工芸品の情報発信および認

知度向上が急務となった。外部業者への委託により、SNS 広報・マーケティングを進めた。相互

フォローや情報拡散が叶う Twitter、伝産品に興味を持つ可能性の高い 20 代～40 代の若いユーザ

ーがいる Instagram の２つをメインに据え、Facebook はサブとしての扱いにした。 
投稿内容は、青山スクエア（店舗、 ）で扱う製品の写真、催事の内容とともに概要を紹介した。

【フォロワー数の推移】

月時点フォロワー数

３月時点フォロワー数

⑤ 交通広告の看板・ポスター

・看 板

都営地下鉄大江戸線 青山一丁目駅出口 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

東京メトロ半蔵門線 青山一丁目軌道内 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

東京メトロ改札口看板（ナビタ）５箇所 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

青山一丁目駅新青山ビルショーケース ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

・ポスター掲示

赤坂郵便局 ２０２０ ４ ６～２０２１ ３ １４

・メトロナビマップ配布

東京メトロ・都営線 青山一丁目駅構内 ２０２０ ６ １～２０２１ ３ ３１

・交通広告

＜期間／２０２１ ２ ２２～２０２１ ２ ２９＞

東京メトロ（９路線）車内ビジョン（TMV）での１５秒 CM 放映 
東京メトロ銀座線 特別仕様車「レトロライナー」ビジョンでの３０秒 CM 放映 

＜期間／２０２１.２.２２～２０２１.３.２２＞ 
JR 構内「NewDays ビジョン」での１５秒 CM 放映 

⑥ メールニュース配信

青山スクエア会員及び国内メディア関係者等を対象とし、季節の商品や催事案内のためのメール

ニュース「青山時報」を配信した。毎月１回計１２回のほか、東武百貨店催事「WAZA2021」の開

催案内を配信した。 
⑦ 無料掲載・無料広告 

＜紙媒体＞ 
・「音遊人」５月号 ・会報誌「ナイルスナイル」 刊行号 ・「DiscoverJapan」 月号 
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・「VERY」１２月号  ・「ELLE DÉCOR」１２月号 
・「STORY」２０２１年１月号  ・「婦人画報」２０２１年１月号 
・「健康都市デザイン」２０２１年３月号 ・「モノマガジン」２０２１年３月号 
・「音遊人」２０２１年３月号  ・会報誌「リブロン」vol.10（２０２１年１月発行） 
・「日経新聞／NIKKEI プラス１」内「何でもランキング」２０２１年２月１３日刊行 

＜電波媒体＞

・訪日外国人向け WEB メディア「daisuki-nippon」 ２０２０ ８ ２６～掲載

・フジテレビ系「なりゆき街街道」 ２０２０ ７ １２ 放送

・テレビ朝日系「マツコ＆有吉のかりそめ天国」 ２０２０ １２ ４ 放送

※２０２１ １ １７ 再放送

・TBS テレビ「和心百景」

第１８１回～第１８３回 江戸節句人形 ２０２０ ４ １８～５ ２放送

第１８４回 樺細工、大館曲げわっぱ ２０２０ ５ １９放送（再放送）

第１８５回 一位一刀彫、天童将棋駒 ２０２０ ５ １６放送（再放送）

第１８６回 伊勢形紙 ２０２０ ５ ２３放送（再放送）

第１８７回 江戸指物 ２０２０ ５ ３０放送（再放送）

第１８８回 本場大島紬 ２０２０ ６ ６放送（再放送）

第１８９回 高山茶筌 ２０２０ ６ １３放送（再放送）

第１９０～１９２回 肥後象がん ２０２０ ６ ２０～７ ４ 放送

第１９３～１９５回 春日部桐箪笥 ２０２０ ７ １１～７ ２５放送

第１９６～１９８回 浪華本染め ２０２０ ８ １～８ １５放送

第１９９～２０１回 羽越しな布 ２０２０ ８ ２２～１９ ５放送

第２０２～２０４回 甲州水晶貴石細工 ２０２０ ９ １２～９ ２６放送

第２０５～２０７回 高岡銅器 ２０２０ １０ ３～１０ １７放送

第２０８～２１０回 備前焼 ２０２０ １０ ２４～１１ ７放送

第２１１～２１３回 千葉工匠具 ２０２０ １１ １４～１１ ２８放送

第２１４～２１６回 京鹿の子絞 ２０２０ １２ ５～１２ １９放送

第２２０～２２２回 尾張七宝 ２０２１ １ ２３～２ ６放送

第２２３～２２５回 東京手描友禅 ２０２１ ２ １３～２ ２７放送

第２２６～２２８回 東京アンチモニー工芸品 ２０２１ ３ ６～３ ２０放送

＜その他＞

・ポプラ社刊『調べてみよう！伝統工芸のみりょく』全７巻の監修・編集協力

小学校４年生国語科の授業で、「伝統工芸のよさを伝えよう」という単元の補助教材として、

全国の小学校・図書館に発売する図書セットの監修依頼を受け、内容の校正や画像提供など

の編集協力を担当。子どもたちへの伝統的工芸品の普及の一助となった。

・日本コカ・コーラ「綾鷹」の伝統工芸支援ボトルの製作協力

日本コカ・コーラ株式会社の企画を受け、伝統的工芸品１３品目をデザインモチーフにし

た「伝統工芸支援ボトル」の製作に協力した。発売日である２月１５日には、「伝統工芸 青

山スクエア」においてプレス向け発表会を開催した。発売後は日本コカ・コーラによるテレ

ビ CM などの広報もあり、全国に伝統的工芸品を PR する機会となった。

２）伝統的工芸品の表示の推進

伝統証紙を発行するとともに、新たな証紙として協会証紙の運用を開始し、産地組合の伝統マーク

利用の促進に努めた。

① 伝統証紙事業（素材証紙含む）

ａ．発行枚数 合計１４８ ７１４枚（前年度２９７ ２５０枚）

② ダイレクトメールの発行（すべて両面４色印刷）

・催事案内①（ 、 月催事） 四角形（変形）ハガキ １回

・催事案内②（ 、 、 月催事） 丸形（変形）ハガキ １回

・夏季臨時「暑中見舞い」うちわ型ハガキ １回

・催事案内③（ 、 、 月催事）および「マスクケース」 １回

・「若手匠衆 前期・後期」 官製ハガキサイズの詳細案内 ２回

・催事案内④（１、２、３月催事）および「 年度卓上カレンダー」 １回

③ 映像制作

・伝統的工芸品映像 手技「TEWAZA」（６産地）

香川漆器、南木曾ロクロ細工、二風谷イタ、都城大弓、江戸和竿、奈良墨

・映像公開 ６８産地（協会 YouTube チャンネル）

PV 数 ５ ８１０ ８０８回（国内６０１ ７５５回 海外５ ２０９ ０５３回）

前年 PV 数 ９ ４５５ ３６６回（国内８４３ ９９５回 海外８ ６１１ ３７１回）

④ 「伝統工芸青山スクエア」SNS 運用 
新型コロナウィルス感染拡大の影響により、関東圏外・インバウンドの来店誘致が実質不可能に

なったことから、WEB・EC の強化と併せて、SNS を活用した伝統的工芸品の情報発信および認

知度向上が急務となった。外部業者への委託により、SNS 広報・マーケティングを進めた。相互

フォローや情報拡散が叶う Twitter、伝産品に興味を持つ可能性の高い 20 代～40 代の若いユーザ

ーがいる Instagram の２つをメインに据え、Facebook はサブとしての扱いにした。 
投稿内容は、青山スクエア（店舗、 ）で扱う製品の写真、催事の内容とともに概要を紹介した。

【フォロワー数の推移】

月時点フォロワー数

３月時点フォロワー数

⑤ 交通広告の看板・ポスター

・看 板

都営地下鉄大江戸線 青山一丁目駅出口 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

東京メトロ半蔵門線 青山一丁目軌道内 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

東京メトロ改札口看板（ナビタ）５箇所 ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

青山一丁目駅新青山ビルショーケース ２０２０ ４ １～２０２１ ３ ３１

・ポスター掲示

赤坂郵便局 ２０２０ ４ ６～２０２１ ３ １４

・メトロナビマップ配布

東京メトロ・都営線 青山一丁目駅構内 ２０２０ ６ １～２０２１ ３ ３１

・交通広告

＜期間／２０２１ ２ ２２～２０２１ ２ ２９＞

東京メトロ（９路線）車内ビジョン（TMV）での１５秒 CM 放映 
東京メトロ銀座線 特別仕様車「レトロライナー」ビジョンでの３０秒 CM 放映 

＜期間／２０２１.２.２２～２０２１.３.２２＞ 
JR 構内「NewDays ビジョン」での１５秒 CM 放映 

⑥ メールニュース配信

青山スクエア会員及び国内メディア関係者等を対象とし、季節の商品や催事案内のためのメール

ニュース「青山時報」を配信した。毎月１回計１２回のほか、東武百貨店催事「WAZA2021」の開

催案内を配信した。 
⑦ 無料掲載・無料広告 

＜紙媒体＞ 
・「音遊人」５月号 ・会報誌「ナイルスナイル」 刊行号 ・「DiscoverJapan」 月号 
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【陶 磁 器】２６ 大堀相馬焼、会津本郷焼、笠間焼、益子焼、九谷焼、美濃焼、常滑焼、赤

津焼、瀬戸染付焼、四日市萬古焼、伊賀焼、三州鬼瓦工芸品、京焼・清水

焼、丹波立杭焼、出石焼、備前焼、萩焼、砥部焼、小石原焼、上野焼、伊

万里・有田焼、三川内焼、波佐見焼、小代焼、薩摩焼、壷屋焼

【漆 器】１７ 津軽塗、秀衡塗、浄法寺塗、川連漆器、会津塗、鎌倉彫、村上木彫堆朱、

木曽漆器、高岡漆器、輪島塗、山中漆器、飛騨春慶、越前漆器、若狭塗、

紀州漆器、大内塗、香川漆器

【木 工 品】１４ 岩谷堂箪笥、仙台箪笥、樺細工、大館曲げわっぱ、江戸指物、箱根寄木細

工、加茂桐箪笥、南木曽ろくろ細工、井波彫刻、京指物、大阪唐木指物、

豊岡杞柳細工、紀州箪笥、宮島細工

【竹 工 品】 ５ 駿河竹千筋細工、高山茶筌、別府竹細工、紀州へら竿、都城大弓

【金 工 品】 ９ 南部鉄器、東京銀器、燕鎚起銅器、高岡銅器、越前打刃物、堺打刃物、大

阪浪華錫器、播州三木打刃物、肥後象がん

【仏壇・仏具】 ４ 三河仏壇、八女福島仏壇、広島仏壇、七尾仏壇（交替出品）

【和 紙】 ７ 越中和紙、美濃和紙、越前和紙、因州和紙、石州和紙、阿波和紙、土佐和

紙

【文 具】 ７ 豊橋筆、奈良筆、熊野筆、川尻筆、雄勝硯、赤間硯、播州そろばん

【石 工 品】 ２ 甲州水晶貴石細工、京石工芸品

【人 形】 ５ 宮城伝統こけし、江戸木目込人形、岩槻人形、江戸節句人形、博多人形

【諸 工 芸 品】 ９ 天童将棋駒、江戸からかみ、江戸切子、江戸硝子、江戸木版画、甲州印伝、

尾張七宝、京扇子、京うちわ

【材料・用具】 ３ 庄川挽物木地、金沢箔、伊勢形紙

③ 特別展示

ａ．特別展の開催

特別展１８回（※「公募展」を除く）、匠コーナー２５回を開催し、延べ１３５工芸品（前年

度２１５工芸品（※「公募展」を除く）の指定工芸品等を展覧に供し、作り手と使い手との親密

な交流に努めた。

ｂ．消費者参加企画

特別展開催に併せて製作実演及び体験教室を実施するなど、伝統的工芸品の理解促進に努めた。

④ その他事業

ａ．ぬりもの・やきものクリニック

柴田康時氏（輪島塗）の協力により、漆器・陶磁器の無料相談（修理希望者には実費修理）を

実施した。（９回）

ｂ．きものクリニック

元三越本店呉服売場勤務の一柳氏、現勤務の小林氏の協力により、長期間着用のない呉服のお

直しや再利用のためのアドバイス、着こなしのご相談など和服の幅広いお客様からのお問い合わ

せに無料にて対応。（４２回）

ⅽ．友の会の運営

会員数１０，３９１名（２０２１ ３ ３１現在）（前年度８，７７８名）

ｅ．外部展示協力

・伝統的工芸品展 in AEON MALL
イオン１％クラブに協力いただき、伝統的工芸品の持つ“日用品”としての用途と乖離した、

現代人の抱く工芸品に対するイメージを拭うことを目的に、作品のテーブルコーディネート展

示や体験イベントを実施することによって日常生活に取り入れることを目的に開催した。

【第１会場】

会 場 名 イオンモール和歌山（和歌山県）

会 期 ２０２１ １ １６（土）、１７（日）１０ ００～１７ ００

発行先内訳

染織品 ４１ ２１４枚 陶磁器 ６００枚

漆器 ０枚 木・竹工品 ５５ ０００枚

金工品 ６ ０００枚 仏壇・仏具 ９００枚

和紙・文具 １５ ０００枚 石・人形・諸工 ３０ ０００枚

ｂ．発行先数 ２０産地組合

② 協会証紙事業

現在、貼付条件の策定のために各業界ごとに協議を重ねている。

・貼付条件合意済み 染色業界、漆器業界、箪笥業界、箱根寄木細工、駿河竹千筋細工、

大阪金剛簾、紀州へら竿

・使用開始 高岡漆器、春日部桐箪笥、箱根寄木細工、加茂桐箪笥、

大阪泉州桐箪笥

③ 伝統マーク使用状況 総件数２９９件（前年度３２４件）

ａ．パンフレット・ちらし・カタログ 計６４件

地方公共団体 ３３件 産地組合等 ２１件 企業等 １０件

ｂ．ダイレクトメール・はがき・封筒等 計４件

地方公共団体 ２件 産地組合等 ２件

ｃ．ポスター・パネル等 計２２件

地方公共団体 ８件 産地組合等 １０件 企業等 ４件

ｄ．看板等 計 ３件

産地組合等 ２件 企業等 １件

ｅ．新聞広告 計３件

産地組合等 ２件 企業等 １件

ｆ．その他（名刺、ＨＰ、教材誌等） 計２０３件

地方公共団体 １７件 産地組合等 １２３件 企業等 ６３件

３）伝統工芸青山スクエア等事業

伝統的工芸品の普及及び需要開拓、産地事業者の市場ニーズ把握を目的とする。経済産業大臣指定

伝統的工芸品の総合展示場として季節展示の実施、実演・体験教室の充実、展示什器及び展示場レイ

アウトの見直しを行い展示効果を高めた。

本年度は新型コロナウィルス禍により４月７日から５月３１日まで休業、６月１日から８月末日ま

で営業時間短縮にて営業を再開。来場者の感染防止体制に留意し運営を行った。また、前年度まで外

国人来場者の増加が顕著であったが、入国禁止措置により本年度は大きく減少となった。しかしなが

ら伝統的工芸品など産地の製品を魅力的な商材と見る民間事業者の問い合わせは引き続き増加傾向

である。

改善課題としては、新型コロナウィルス感染防止の体制を十分に行う中、青山スクエアの認知拡大

に注力し友の会入会促進をはじめとする情報発信、来店促進案内の強化を行う。具体的には商品の魅

力及び産地・作者の情報を正しく伝えるために、接客の充実に加え来場者が期待する季節毎の品揃え

や展示方法・提案方法の提案が挙げられる。

① 入場者数３９，９８７名 月平均３，９９８名（営業月換算）

（前年度８３，３６８名 月平均６，９４７名）

② 常設展示＝１２４工芸品＋３工芸材料・用具

（前年度１２４工芸品＋３工芸材料）

【織 物】１１ 村山大島紬、多摩織、小千谷縮、小千谷紬、信州紬、牛首紬、西陣織、阿

波正藍しじら織、博多織、久留米絣、本場大島紬

【染 色 品】 ３ 東京手描友禅、有松・鳴海絞、京鹿の子絞

【その他繊維】 ２ 伊賀くみひも、京くみひも
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【陶 磁 器】２６ 大堀相馬焼、会津本郷焼、笠間焼、益子焼、九谷焼、美濃焼、常滑焼、赤

津焼、瀬戸染付焼、四日市萬古焼、伊賀焼、三州鬼瓦工芸品、京焼・清水

焼、丹波立杭焼、出石焼、備前焼、萩焼、砥部焼、小石原焼、上野焼、伊

万里・有田焼、三川内焼、波佐見焼、小代焼、薩摩焼、壷屋焼

【漆 器】１７ 津軽塗、秀衡塗、浄法寺塗、川連漆器、会津塗、鎌倉彫、村上木彫堆朱、

木曽漆器、高岡漆器、輪島塗、山中漆器、飛騨春慶、越前漆器、若狭塗、

紀州漆器、大内塗、香川漆器

【木 工 品】１４ 岩谷堂箪笥、仙台箪笥、樺細工、大館曲げわっぱ、江戸指物、箱根寄木細

工、加茂桐箪笥、南木曽ろくろ細工、井波彫刻、京指物、大阪唐木指物、

豊岡杞柳細工、紀州箪笥、宮島細工

【竹 工 品】 ５ 駿河竹千筋細工、高山茶筌、別府竹細工、紀州へら竿、都城大弓

【金 工 品】 ９ 南部鉄器、東京銀器、燕鎚起銅器、高岡銅器、越前打刃物、堺打刃物、大

阪浪華錫器、播州三木打刃物、肥後象がん

【仏壇・仏具】 ４ 三河仏壇、八女福島仏壇、広島仏壇、七尾仏壇（交替出品）

【和 紙】 ７ 越中和紙、美濃和紙、越前和紙、因州和紙、石州和紙、阿波和紙、土佐和

紙

【文 具】 ７ 豊橋筆、奈良筆、熊野筆、川尻筆、雄勝硯、赤間硯、播州そろばん

【石 工 品】 ２ 甲州水晶貴石細工、京石工芸品

【人 形】 ５ 宮城伝統こけし、江戸木目込人形、岩槻人形、江戸節句人形、博多人形

【諸 工 芸 品】 ９ 天童将棋駒、江戸からかみ、江戸切子、江戸硝子、江戸木版画、甲州印伝、

尾張七宝、京扇子、京うちわ

【材料・用具】 ３ 庄川挽物木地、金沢箔、伊勢形紙

③ 特別展示

ａ．特別展の開催

特別展１８回（※「公募展」を除く）、匠コーナー２５回を開催し、延べ１３５工芸品（前年

度２１５工芸品（※「公募展」を除く）の指定工芸品等を展覧に供し、作り手と使い手との親密

な交流に努めた。

ｂ．消費者参加企画

特別展開催に併せて製作実演及び体験教室を実施するなど、伝統的工芸品の理解促進に努めた。

④ その他事業

ａ．ぬりもの・やきものクリニック

柴田康時氏（輪島塗）の協力により、漆器・陶磁器の無料相談（修理希望者には実費修理）を

実施した。（９回）

ｂ．きものクリニック

元三越本店呉服売場勤務の一柳氏、現勤務の小林氏の協力により、長期間着用のない呉服のお

直しや再利用のためのアドバイス、着こなしのご相談など和服の幅広いお客様からのお問い合わ

せに無料にて対応。（４２回）

ⅽ．友の会の運営

会員数１０，３９１名（２０２１ ３ ３１現在）（前年度８，７７８名）

ｅ．外部展示協力

・伝統的工芸品展 in AEON MALL
イオン１％クラブに協力いただき、伝統的工芸品の持つ“日用品”としての用途と乖離した、

現代人の抱く工芸品に対するイメージを拭うことを目的に、作品のテーブルコーディネート展

示や体験イベントを実施することによって日常生活に取り入れることを目的に開催した。

【第１会場】

会 場 名 イオンモール和歌山（和歌山県）

会 期 ２０２１ １ １６（土）、１７（日）１０ ００～１７ ００

発行先内訳

染織品 ４１ ２１４枚 陶磁器 ６００枚

漆器 ０枚 木・竹工品 ５５ ０００枚

金工品 ６ ０００枚 仏壇・仏具 ９００枚

和紙・文具 １５ ０００枚 石・人形・諸工 ３０ ０００枚

ｂ．発行先数 ２０産地組合

② 協会証紙事業

現在、貼付条件の策定のために各業界ごとに協議を重ねている。

・貼付条件合意済み 染色業界、漆器業界、箪笥業界、箱根寄木細工、駿河竹千筋細工、

大阪金剛簾、紀州へら竿

・使用開始 高岡漆器、春日部桐箪笥、箱根寄木細工、加茂桐箪笥、

大阪泉州桐箪笥

③ 伝統マーク使用状況 総件数２９９件（前年度３２４件）

ａ．パンフレット・ちらし・カタログ 計６４件

地方公共団体 ３３件 産地組合等 ２１件 企業等 １０件

ｂ．ダイレクトメール・はがき・封筒等 計４件

地方公共団体 ２件 産地組合等 ２件

ｃ．ポスター・パネル等 計２２件

地方公共団体 ８件 産地組合等 １０件 企業等 ４件

ｄ．看板等 計 ３件

産地組合等 ２件 企業等 １件

ｅ．新聞広告 計３件

産地組合等 ２件 企業等 １件

ｆ．その他（名刺、ＨＰ、教材誌等） 計２０３件

地方公共団体 １７件 産地組合等 １２３件 企業等 ６３件

３）伝統工芸青山スクエア等事業

伝統的工芸品の普及及び需要開拓、産地事業者の市場ニーズ把握を目的とする。経済産業大臣指定

伝統的工芸品の総合展示場として季節展示の実施、実演・体験教室の充実、展示什器及び展示場レイ

アウトの見直しを行い展示効果を高めた。

本年度は新型コロナウィルス禍により４月７日から５月３１日まで休業、６月１日から８月末日ま

で営業時間短縮にて営業を再開。来場者の感染防止体制に留意し運営を行った。また、前年度まで外

国人来場者の増加が顕著であったが、入国禁止措置により本年度は大きく減少となった。しかしなが

ら伝統的工芸品など産地の製品を魅力的な商材と見る民間事業者の問い合わせは引き続き増加傾向

である。

改善課題としては、新型コロナウィルス感染防止の体制を十分に行う中、青山スクエアの認知拡大

に注力し友の会入会促進をはじめとする情報発信、来店促進案内の強化を行う。具体的には商品の魅

力及び産地・作者の情報を正しく伝えるために、接客の充実に加え来場者が期待する季節毎の品揃え

や展示方法・提案方法の提案が挙げられる。

① 入場者数３９，９８７名 月平均３，９９８名（営業月換算）

（前年度８３，３６８名 月平均６，９４７名）

② 常設展示＝１２４工芸品＋３工芸材料・用具

（前年度１２４工芸品＋３工芸材料）

【織 物】１１ 村山大島紬、多摩織、小千谷縮、小千谷紬、信州紬、牛首紬、西陣織、阿

波正藍しじら織、博多織、久留米絣、本場大島紬

【染 色 品】 ３ 東京手描友禅、有松・鳴海絞、京鹿の子絞

【その他繊維】 ２ 伊賀くみひも、京くみひも
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⑤ 「伝統的工芸品展ＷＡＺＡ２０２１」の開催

経済産業大臣指定伝統的工芸品をはじめ、全国の工芸品を一堂に集めた国内最大級の工芸品展を

首都圏で開催し、日本の伝統技術の基盤といえる手作り技術の継承、向上について国民の理解と支

援を喚起し、暮らしに工芸品を普及浸透させるために需要の拡大を図り、我が国のもの作り産業の

振興と工芸品産業を有する地域経済の発展に資することを目的として開催した。

出展業種の偏りを緩和し来場者に多種多様な伝統的工芸品を紹介するため、一部の品目に積極的

な出展を依頼した。

会 期 ２０２１ ２ １８（木）～ ２ ２３（火） ６日間

会 場 東武百貨店池袋店 ８階催事場

後 援 経済産業省、中小企業庁、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、福島県、埼玉県、

東京都、神奈川県、山梨県、新潟県、長野県、静岡県、富山県、石川県、愛知県、

三重県、福井県、滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、和歌山県、島根県、広島県、

山口県、福岡県、長崎県、鹿児島県、さいたま市、静岡市、名古屋市、京都市、

福岡市、日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会、公益財

団法人日本デザイン振興会、一般財団法人生活用品振興センター、一般財団法人

地域活性化センター、独立行政法人中小企業基盤整備機構

催事内容 経済産業大臣指定伝統的工芸品 ６７品目、ふるさと工芸品 ８都府県出品

製作実演 １１品目

（経済産業大臣指定伝統的工芸品１０品目 ※ふるさと工芸品（都府県）１品目）

【織 物】本場大島紬

【陶 磁 器】常滑焼、波佐見焼

【漆 器】秀衡塗

【木 工 品】大館曲げわっぱ、京指物

【人 形】宮城伝統こけし、江戸押絵

【諸 工 芸】江戸べっ甲、甲州印伝

【ふ る さ と】上丹生木彫

入場者数 ９１ ３３７名（昨年度１２１ ２１５名）

交通広告 東武東上線中吊り広告（有楽町線、副都心線直通を含む）

そ の 他 製作体験キットコーナー

都府県紹介パンフコーナー

特集コーナー

テーマ「おうち時間、工芸日和。」に合わせ、３名の専門家の協力のもと、伝

統工芸品を身近に取り入れるためのアイディアを特集コーナーにて展開した。

遠藤文香氏（フードスタイリスト）「食の和モダンコーディネイト」

山口淳一氏（ラテアート世界チャンピオン）「お家喫茶時間」

大川枝里子氏（和装スタイリスト）「着物と過ごすひととき」

出品工芸品の業種別内訳

業種 出品数（前回）指定品目数

織 物 ７（１１） ３８

染 色 品 ６（ ５） １３

その他繊維製品 ０（ ２） ５

陶 磁 器 １１（１４） ３２

漆 器 １１（１２） ２３

木 竹 品 １１（１４） ３２

金 工 品 ４（ ８） １６

仏壇・仏具 ０（ ４） １７

出展工芸品 西陣織、名古屋友禅、備前焼、伊賀焼、紀州漆器、南木曽ろくろ細工、播

州そろばん

【第２会場】

会 場 名 イオンモール福岡（福岡県）

会 期 ２０２１ １ ２３（土）、２４（日）１０ ００～１７ ００

出展工芸品 博多織、京友禅、備前焼、伊万里・有田焼、肥後象がん、播州そろばん、

宮城伝統こけし

・羽田空港ラウンジ展示

羽田空港ラウンジ内ショーケースへの伝統的工芸品の展示を行った。

第一旅客ターミナル

POWER LOUNGE SOUTH POWER LOUNGE NORTH（ゲート内２F）
２０１８ １１～

POWER LOUNGE CENTRAL（ゲート外１Ｆ） ２０１９ ３～

第二旅客ターミナル

POWER LOUNGE NORTH（ゲート内３Ｆ） ２０１８ １１～

POWER LOUNGE CENTRAL（ゲート外３Ｆ） ２０１９ ３～

POWER LOUNGE PREMIUM（国際線エリアゲート内３Ｆ）

２０２０ ３～休業中～

４）伝統的工芸品月間推進等事業

経済産業省の省議決定で創設された「伝統的工芸品月間」を中心に、伝統的工芸品の国民生活への浸

透を推進するため、以下の事業を実施した。

① 令和２年度伝統的工芸品功労者等表彰式および座談会

46 名、２団体の功労者の中から代表者 3 名に賞状・記念品を授与。表彰式終了後、雑誌「Discover 
Japan」の高橋編集長が受賞者とインタビュー形式にて対談。 

日 時 ２０２０ １０ １９（月） ～ 表彰式、 ～ 座談会

会 場 伝産協会 会議室

② 伝統的工芸品紹介展示

京都駅ビルの会場に、令和２年度伝統的工芸品功労者表彰者の作品と、次年度全国大会開催地の

愛知県の伝統的工芸品を展示。 
会 期 ２０２０ １０ ３１（土）～１１．３（祝）

会 場 京都駅ビルインフォメーション前

展 示 伝統的工芸品功労者表彰者の作品 点

愛知県の伝統的工芸品 点

③ リモート工房ツアー 
京都の会場と産地の工房をオンラインで繋ぎ、１工房当たり約 15 分で工房や製品を紹介、その

模様をライブでインターネット配信。 
会 期 ２０２０ １０ ３１（土）～１１．３（祝）

会 場 京都駅地下街ポルタプラザ

参 加 １４産地１７工房

④ KOUGEI EXPO 2020 ONLINE（オンライン開催） 
伝統的工芸品月間国民会議全国大会の開催地である京都に集結することは叶わなかったものの、

一般消費者に時と場所を問わず新しいスタイルで伝統的工芸品に親しんでもらう方法として、オン

ライン上で全国の工芸品を展示・販売を行った。 
会 期 ２０２０ １０ ３０（金）～２０２１．３．３１（水）

特設サイト ハンドメイドマーケットプレイス「Creema」
出 品 者 １２２事業者（７６産地／販売中６７・準備中９産地）
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 久留米絣 HENSEL&GRETEL 成城店 
 二風谷アットゥシ・二風谷イタ ECKEPUNKT Kuhonbutsu 
 越前打刃物 niente と tokyobike 

⑦ 伝統的工芸品月間関連催事支援事業

「伝統的工芸品月間」を全国大会開催地のみならず、全国的に盛り上げ、伝統的工芸品の普及や

需要につなげるために、複数産地で実施する催事に対し製作実演経費等の補助を行った。

対象催事：５催事

５）ＩＴを活用した伝統的工芸品活性化等事業

ホームページにおいて経済産業大臣指定伝統的工芸品の総合的な情報発信を行ったほか、オンライ

ンショップを運営し、全国の伝統的工芸品の一部をインターネット上で紹介した。

① インターネットを活用した情報発信

【ＨＰ閲覧数】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

スクエア
セッション数（件） 42,350 56,359 49,593 58,406 50,303 52,828 
ページビュ 数（項） 120,131 156,386 136,432 170,529 158,278 165,333 

協 会
セッション数（件） 3,931 5,518 6,515 6,962 6,263 5,655 
ページビュー数（項） 7,699 10,646 13,957 14,871 13,701 11,763 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

スクエア
セッション数（件） 130,890 236,200 126,900 109,558 92,548 90,430 
ページビュー数（項） 454,533 740,151 399,718 339,926 288,813 280,341 

協 会
セッション数（件） 8,571 10,622 9,372 10,490 9,564 6,840 
ページビュー数（項） 16,744 20,357 18,197 21,400 19,611 13,691 

ホームページ掲載工芸品数 ２３５工芸品 オンラインショップ掲載点数 ４０４点

ホームページは、情報発信機能を拡充し鮮度の高い情報発信を行うとともに、閲覧情報の解析を

行い利用者の利便性を高める改善を進めた。

簡単に情報にアクセスし情報共有及び拡散ができるインターネットの利点を最大限に生かし、多

種多様な伝統的工芸品の魅力を訴求するとともに、工芸品産地とのネットワークを構築し、信頼性

の向上に努め、直近（旬）の情報提供を行った。学習指導要領の変更により、特に１０月～１２月

の小学生や教育機関からと思われるアクセスにより、セッション数とページビュー数が増加した。

② オンラインショッピングモールの構築

新型コロナウィルスの感染拡大による影響で、需要が急速に高まっているオンラインでの販売場

所を提供するべく、各産地組合が出店できる伝統的工芸品専門のオンラインショッピングモールの

構築に着手した。IT を苦手としていてもより簡便に使用できる仕組みに重点を置き仕様及び要件

の定義、デザイン作成を行った。 
③ 産地カルテの構築 

伝統的工芸品産地の従事者や生産額、協会事業の利用状況など産地のデータを俯瞰して見ること

により問題の解決策を提案する基礎資料とすることを目的として、産地のカルテを作るシステムを

構築した。 
④ 産地組合・事業者への SNS 活用方法の指南 

新型コロナウィルスの影響により、産地でも SNS・EC への興味関心が急速に高まったことから、

下記の２つのサービスを行った。 
a. SNS を初めて扱うかたに向けて、動画による SNS 投稿方法の解説動画の配信 
b. すでに SNS を活用している組合・事業者のうち、希望者に向けたオンライン相談会 

 

和紙・文具 ３（ ６） １９

貴石・石工品 １（ ３） ６

人 形 ３（ ５） １０

諸工芸品 ９（１２） ２２

材料・用具 １（ １） ３

合 計 ６７（９７） ２３６

⑥ JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020（JTCW2020）の開催

伝統的工芸品に対する国内外の消費者・流通関係者への理解の増進及び伝統的工芸品の生産者

消費者の交流を目的として「JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020（JTCW2020）」を開

催した。

今年で７回目となったこのイベントは、首都圏の青山エリア、銀座などのエリア、中目黒エリア

などの３０店舗のインテリア・ファッション・専門店などのショップが参加。伝統的工芸品の展示

販売、実演やワークショップに加え、コラボレーション商品の発表、各店舗を巡るスタンプラリー

を実施。イベント開催以降、数年にわたり継続的に取引が続けられ展開している店舗もある。

会 期 ２０２０ ９ ４（金）～ ９ １７（木）

メイン会場 伝統工芸 青山スクエア

参加店舗一覧 ・青山エリア 
浪華本染め 伝統工芸 青山スクエア 
伊賀焼 プレインピープル 青山 
唐津焼 VA-VA CLOTHING & VARIETY 
本場大島紬 かまわぬ原宿店 
江戸切子 リアルスタイル  青山店 
京うちわ 西洋民芸の店 グランピエ 
波佐見焼 Attractions 
大館曲げわっぱ sarasa design lab 青山店（サラサ デザインラボ） 

・銀座・日本橋エリア 
信楽焼  プレインピープル東急プラザ銀座 
丹波立杭焼  プレインピープル日本橋高島屋 S.C. 
樺細工  ノリタケ・大倉陶園 銀座店 
出石焼  玉川堂 銀座店 
美濃焼・伊賀くみひも 東京鳩居堂 銀座本店 

・中目黒エリア 
樺細工  SML 
京焼・清水焼 the Garden 
益子焼 BIN 
別府竹細工  プレインピープル 中目黒 
丸亀うちわ dessin 
高岡銅器 Lamie 
南部鉄器 YAECA APARTMENT STORE 
天草陶磁器 ROOTS to BRANCHES 
山中漆器  iki 中目黒路面店 
京扇子 中目黒 蔦屋書店 

・その他 
久留米絣 REN 
本場大島紬 かまわぬ 浅草 
小石原焼 Maito Design Works 
砥部焼・奥会津編み組細工 MARKUS 
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内閣総理大臣賞 甲州印伝 鳥獣人物戯画袋物一式「まう・ねらい・かける・

みなも」 芹 澤 依 子

経済産業大臣賞 山中漆器 銘々皿 うず塗  清 水 一 人 
経済産業省製造産業局長賞 江戸切子 小鉢「花紡ぎ」五客揃え 篠 崎 英 明 
中小企業庁長官賞 仙台箪笥 欅玉杢脇机 青葉の風  増 野 繁 治 
日本商工会議所会頭賞 廣島漆器 coro  高 山 尚 也 
全国商工会連合会会長賞 加茂桐簞笥 希  三 本 和 好 
全国中小企業団体中央会会長賞 東京銀器 四方水花入揃  亘 理   立 
(一財)伝統的工芸品産業振興協会賞 

南部鉄器 鉄瓶「算珠型」肌紋様 1.0L 菊 池 飛 鳥 
日本伝統工芸士会会長賞 紀州へら竿 紀州へら竿 和人  田 中 和 仁 
若手奨励賞 京焼・清水焼 infini Demitasse 紀 澤 

南部鉄器 平筒形七宝模様  佐々木 奈 美 
甲州印伝 ガッサイ（紫檀木画槽琵琶柄） 

 山 本 裕 輔  
バイヤー賞 琉球びんがた 浴衣・本仕立て「松竹梅」 

 永 吉 順 子  
輪島塗 市松長手二段重  吉 田 宏 之

【全国伝統的工芸品公募展における出品工芸品の業種別内訳】

業 種 指定 非指定 産地計 出品数 前年度比

織 物 9 8 17 35 ＋7 
染色品 8 4 12 30 ＋12 

その他繊維製品 1 2 3 4 ＋2 
陶磁器 12 6 18 30 ＋4 
漆 器 12 5 17 36 ＋17 
木工品 10 11 21 26 ＋7 
竹工品 3 0 3 4 ＋2 
金工品 7 3 10 22 ＋9 

仏壇・仏具 6 2 8 15 ＋11 
和 紙 0 2 2 2 0 
文 具 2 1 3 3 0 
貴石工品 2 0 2 2 ＋2 

人形・こけし 3 0 3 6 ＋6 
諸工芸 7 13 20 34 ＋11 

材料・用具 0 0 0 0 0 
コラボ 3 2 5 5 －2 
合 計 85 59 144 254 ＋110 

指定＝経済大臣指定伝統的工芸品，非指定＝経済大臣指定を受けていない工芸品

２）フォーラム等事業

伝統的工芸品の「技や素材」を活かして、現代のニーズにマッチする新しい商品づくりを支援する

ため、「作り手」と、販路を持つプロデューサーとがマッチングを行い、１２プロジェクトを設置し

た。中間報告会で２プロジェクトが中止になり、最終的には１０プロジェクトの新商品を開発した。

６）各種イベントへの後援等 
産地組合、関係地方自治体からの申請に対し、後援等名義の使用を承認した（３５件）。 

４．需要開拓事業

国内外の需要開拓を拡大するため、現地のニーズ把握のための展示会運営及び現在の生活に適応する

商品づくりを支援する公募展、フォーラムを実施した。

１）伝統的工芸品公募展等事業

本展では、伝統的工芸品の作り手に作品を公募し、審査のうえ入選作品展を開催することで、日ご

ろ積み重ねている技術・技法を評価するとともに、現代生活で使われ続けるための需要を喚起する目

的で開催した。本年度は新たな試みとして「国立新美術館」にて応募作品の展示会を実施し、多くの

方が来場し作品をご覧頂いた。

募集する作品は見て愛でるためのものではなく「日常生活で使用するもの」とし、日本の美意識を

受け継ぎ、実用性と耐久性を兼ね備え、消費者意識をとらえるための工夫やアイディアが表現された

作品を評価の対象とした。

① 開催概要

名 称 ２０２０年度全国伝統的工芸品公募展

後 援 経済産業省、中小企業庁、日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体

中央会

応 募 工芸品数１３９品目 、応募数２５４点、応募者数２０５名

入 選 １１７点

審査会 ２０２０ １１ ２７（金） 於：国立新美術館

展 示 ａ．２０２０年度全国伝統的工芸品公募展

会期：２０２０．１１．２８（土）～２０２０．１２．７（月）

※１２．１休館

会場：国立新美術館

ｂ．全国伝統的工芸品公募展 優秀作品展

会期：２０２０．１２．１８（金）～２０２１．１．７（木）

会場：伝統工芸青山スクエア

授賞式 新型コロナウィルス感染拡大の影響で中止

② 審査委員 
委員長 増 村 紀一郎    東京藝術大学名誉教授 重要無形文化財「髹漆」保持者 
副委員長 御手洗 照  子   有限会社 T-POT 代表取締役 株式会社 t.gallery 代表取締役 
委員     宇 野 万貴子 株式会社 髙島屋 MD 本部 呉服部 日本橋店呉服部長 

内 田 篤 呉 MOA 美術館・箱根美術館館長 
北 村 仁 美 東京国立近代美術館工芸館 主任研究員 
黒 川 廣 子 東京藝術大学 大学美術館 教授 
小 稲 彩 人 岐阜県セラミックス研究所 専門研究員 
斎 藤 秀 幸 経済産業省 製造産業局 伝統的工芸品産業室 室長 
田 中 敦 子 工芸ライター 
棚 町 敦 子 「美しいキモノ」エディトリアル スーパーバイザー 
戸 田 敏 夫 日本伝統工芸士会 副会長 
日 野 明 子 クラフトバイヤー 
森 將 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会 副代表理事 

（五十音順・敬称略）

③ 審査結果 入賞１４点
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委員長 増 村 紀一郎    東京藝術大学名誉教授 重要無形文化財「髹漆」保持者 
副委員長 御手洗 照  子   有限会社 T-POT 代表取締役 株式会社 t.gallery 代表取締役 
委員     宇 野 万貴子 株式会社 髙島屋 MD 本部 呉服部 日本橋店呉服部長 

内 田 篤 呉 MOA 美術館・箱根美術館館長 
北 村 仁 美 東京国立近代美術館工芸館 主任研究員 
黒 川 廣 子 東京藝術大学 大学美術館 教授 
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日 野 明 子 クラフトバイヤー 
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（五十音順・敬称略）

③ 審査結果 入賞１４点
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４）海外展開支援等事業

伝統的工芸品産業製品及び製造者が日本の高品質な商品の魅力や、歴史・文化を背景とした独自性

を海外のショールームで展示・ＰＲし、伝統技術や商材への理解力、訴求力を高める取り組みを展開

した。

① フランス・パリ 
新規店舗開設が新型コロナウィルスの影響により延期となり、サンジェルマン・デ・プレ地区に

ある「ＫＩＮＡＳＥ」において、テストマーケティングを実施した。一般消費者の意見収集を行い、

現地からの声を産地へフィードバックした。 
会 場 ： KINASE（28 rue dragon 75006 Paris France） 
期 間 ： ２０２０. ９. 1（火）～ ２０２１. ３. ３１（水） 
営業時間 １０:３０〜１９:００ ※ロックダウン等により変動 
定 休 日 毎週日曜日 
取扱点数 ３４工芸品 １２５点  

② 中国・重慶 
重慶の常設展示場では、１１月に開業１周年を迎え、幅広い現地消費者の意見が蓄積されてきて

いる。富裕層抜けのイベントや、日本の文化と季節に合わせたひな祭りのようなイベントを絡めた

イベントなどの様々な施策を行った。その結果、狙うべきは現地の富裕層であり、それらの人々に

リピートしてきてもらい、その友人などにネットワークを広げていけるような施策を行うことが重

要とわかった。引き続き、ターゲットを絞った VIP 向けイベントや、VIP を囲い込み、友人らへ

の輪を広げていくような取り組みを行って、工芸品を購入できる層の情報収集を行いっていく。 
会 場 ： 青山 SQUARE 重慶店（渝中区白象街２５９号附１３号） 
期 間 ： ２０２０．４． （水）～ ２０２１．３．３１（水）

営業時間 １１ ００〜１９ ００

定 休 日 毎週月曜日

取扱点数 ４５０点以上

５）有力団体・企業との連携の推進

① 一般財団法人大日本蚕糸会に対し、指定産地の中から絹産業振興に貢献した方を推薦した。

② 三井広報委員会が実施する「三井ゴールデン匠賞」の受賞者広報に協力した。

５．その他の振興事業

同一業種あるいは、全国の工芸品振興拠点である伝産会館等による情報交換等を目的に、それぞれの

団体における活動について当協会は側面的に支援し、連携の促進に努めた。

自由民主党伝統的工芸品産業振興議員連盟総会への出席、要望

２０２０ ９ ４（金） 於：自由民主党本部

昨年度に引き続き「インテリアライフスタイル展」へ出展予定だったが、新型コロナウィルスの影響

あり中止となった。

① プレゼン会 事業に応募した事業者が、公募により選出されたプロデューサーに向けて自社の

技術のアピールを行い、どのような制作が可能かプレゼンテーションを行った。

参 加 作り手：１５社 プロデューサー：７名

日時場所 ２０２０ ７ ２８（火）於：協会

② 審 査 会 各事業者とプロデューサーが作成した開発製品の申請内容を審査した。

プロデューサー 日 時 申請数 承認数

熊 田 剛 祐 株式会社東屋 ２０２０ ９ ８（火） ２件 ２件

島 村 卓 実 株式会社クルツ ２０２０ ９ １０（木） ６件 ３件

松 田 朋 春 グッドアイデア株式会社 ２０２０ ９ １０（木） ５件 ３件

坂 井 小夜香 株式会社メソッド ２０２０ ９ １０（木） ２件 ２件

三 島 大 世 ２０２０ ９ １０（木） ４件 ２件

③ 中間報告会 参 加 プロデューサー：４名

日時場所 ２０２０ １２ ３（木） 於：協会

プロデューサー 継続承認 中止

熊 田 剛 祐 株式会社東屋 ２件

島 村 卓 実 株式会社クルツ ３件

松 田 朋 春 グッドアイデア株式会社 ３件

坂 井 小夜香 株式会社メソッド ２件

三 島 大 世 ２件

④ 最終報告会 参 加 プロデューサー：４名 事業者：８名

日時場所 ２０２１ ３ ２９（月）於：協会および ZOOM
⑤ 青山スクエアでの紹介 常設展において年間を通じて成果品を来場者に紹介した。

出 展 ２件（２産地）

⑥ 商品開発相談会「DENSAN LAB」

新たな商品開発を目指す事業者を対象に、専門家によるセミナーを実施し、商品開発におけ

るアドバイスや、販路開拓に必要となるスキルを提供する場を設けた。

開催会場 東 京 ：２０２０．１０．２８（水）

大 阪 ：２０２０．１１． ５（木）

名古屋 ：２０２０．１１． ６（金）

於：ミーティングスペース AP

３）伝統的工芸品普及・展示等事業

暮らしの中の伝統的工芸品展

乗降客の多いターミナル駅に直結する百貨店での開催により、街ゆく人々が日本の手仕事の素晴

らしさに目を留め、暮らしに取り入れていただけるよう、来場者に伝統的工芸品の魅力を訴求した。

会 期 ： ２０２０．８．１９（水）～２６（水）

会 場 ： 小田急百貨店新宿店 （東京都新宿区）

出 展 者 ： ４８事業者（４７産地）

来 場 者 ： ４，４７０名
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Ⅲ．役員会等に関する事項

１．評議員会の開催

第１６回評議員会（書面審議）

開 催 日 ２０２０ ６ ２６（金）（評議員会の決議があったものとみなされた日及び評議員

会への報告があったものとみなされた日）

議 案 第１号議案 令和元年度 伝産協会事業報告及び収支決算について

報告事項 （１）令和元年度公益目的支出計画実施状況報告について

（２）令和元年度伝統工芸青山スクエアの運営状況について

（３）令和元年度伝統的工芸品出品者協議会収支決算について

（４）補充評議員の理事会選任候補者について

２．理事会の開催

１）第４５回理事会（書面審議）

開 催 日 ２０２０ ６ １８（金）（理事会の決議があったものとみなされた日）

議 案 第１号議案 令和元年度 伝産協会事業報告及び収支決算について

第２号議案 令和元年度 公益目的支出計画実施状況報告について

第３号議案 評議員の候補について

第４号議案 評議員会への提案について

２）第４６回理事会

開 催 日 ２０２０ １０ ２（火）

会 場 当協会会議室

出席理事 １２名

議 案 第１号議案 評議員の候補者について

第２号議案 伝統的工芸品統一表示事業実施規定の改訂について

第３号議案 産地連絡会議の開催見送りについて

報告事項 （１）伝統的工芸品月間推進事業について

（２）自民党伝統的工芸品産業振興議員連盟総会について

（３）協会証紙の進捗状況について

（４）暮らしの中の伝統的工芸品展（小田急百貨店）について

（５）JTCW2020 について

（６）海外事業（重慶）について

（７）伝統的工芸品公募展について

（８）伝統的工芸品展 イオンモールについて

（９）ショッピングモール構築の準備状況について

（ ）メール直送便の実施状況について

（ ）経済産業大臣新指定伝統的工芸品（名古屋節句飾）について

（ ）その他

３）第４７回理事会

開 催 日 ２０２１ ３ １８（木）

会 場 当協会会議室

出席理事 １２名

議 案 第１号議案 令和３年度 事業計画・収支予算について

第２号議案 規程の改定について

Ⅱ．法人の概況

１．設立年月日

平成２３年５月２６日

２．定款に定める目的

この法人は、伝統的工芸品産業の振興を図り、もって国民の生活に豊かさと潤いを与えるとともに地

域経済の発展に寄与し、国民経済の健全な発展に資することを目的とする。

３．定款に定める事業内容

１）伝統的工芸品の製造の事業に関する経営の改善及び合理化その他当該事業の健全な経営に関し、

調査、研究及び指導を行うこと。

２）展示会の開催その他需要の開拓を行うこと。

３）会員に対し、伝統的工芸品に関する需要の状況、製造の技術又は技法、原材料等について情報の

提供を行うこと。

４）伝統的工芸品産業に関する振興計画及び共同振興計画の作成及びその実施について指導、助言等

を行うこと。

５）伝統的工芸品の原材料、製造過程、品質等の改善に関する研究を行うこと。

６）伝統的工芸品及び伝統的工芸品を素材とした製品の品質表示について指導、助言等を行うこと。

７）伝統的工芸品に関する資料の収集及び調査を行うこと。

８）伝統的な技術又は技法に熟練した従事者の認定を行うこと。

９）伝統的工芸品産業に関する活性化事業、連携活性化事業及び支援事業の実施に必要な情報の提供

を行うこと。

）伝統的工芸品産業の後継者の育成、技術・技法の継承及び改善に関する事業を行うこと。

）伝統的工芸品及び伝統的工芸品に関連する物品の販売の事業を行うこと。

）その他この法人の目的を達成するため、必要な事業を行うこと。

４．会員の状況

会 員 ２０２１ ３ ３１現在 ２０２０.３.３１現在

産地組合 ２４０ ２４１

団 体 ４５ ４４

企業・個人 １４１ １３６

都府県・政令市 ５６ ５６

市区町村 １１６ １１６

合 計 ５９８ ５９３

５．主たる事務所の状況

〒１０７−００５２ 東京都港区赤坂８丁目１番２２号
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Ⅲ．役員会等に関する事項

１．評議員会の開催

第１６回評議員会（書面審議）

開 催 日 ２０２０ ６ ２６（金）（評議員会の決議があったものとみなされた日及び評議員

会への報告があったものとみなされた日）

議 案 第１号議案 令和元年度 伝産協会事業報告及び収支決算について

報告事項 （１）令和元年度公益目的支出計画実施状況報告について

（２）令和元年度伝統工芸青山スクエアの運営状況について

（３）令和元年度伝統的工芸品出品者協議会収支決算について

（４）補充評議員の理事会選任候補者について

２．理事会の開催

１）第４５回理事会（書面審議）

開 催 日 ２０２０ ６ １８（金）（理事会の決議があったものとみなされた日）

議 案 第１号議案 令和元年度 伝産協会事業報告及び収支決算について

第２号議案 令和元年度 公益目的支出計画実施状況報告について

第３号議案 評議員の候補について

第４号議案 評議員会への提案について

２）第４６回理事会

開 催 日 ２０２０ １０ ２（火）

会 場 当協会会議室

出席理事 １２名

議 案 第１号議案 評議員の候補者について

第２号議案 伝統的工芸品統一表示事業実施規定の改訂について

第３号議案 産地連絡会議の開催見送りについて

報告事項 （１）伝統的工芸品月間推進事業について

（２）自民党伝統的工芸品産業振興議員連盟総会について

（３）協会証紙の進捗状況について

（４）暮らしの中の伝統的工芸品展（小田急百貨店）について

（５）JTCW2020 について

（６）海外事業（重慶）について

（７）伝統的工芸品公募展について

（８）伝統的工芸品展 イオンモールについて

（９）ショッピングモール構築の準備状況について

（ ）メール直送便の実施状況について

（ ）経済産業大臣新指定伝統的工芸品（名古屋節句飾）について

（ ）その他

３）第４７回理事会

開 催 日 ２０２１ ３ １８（木）

会 場 当協会会議室

出席理事 １２名

議 案 第１号議案 令和３年度 事業計画・収支予算について

第２号議案 規程の改定について

Ⅱ．法人の概況

１．設立年月日

平成２３年５月２６日

２．定款に定める目的

この法人は、伝統的工芸品産業の振興を図り、もって国民の生活に豊かさと潤いを与えるとともに地

域経済の発展に寄与し、国民経済の健全な発展に資することを目的とする。

３．定款に定める事業内容

１）伝統的工芸品の製造の事業に関する経営の改善及び合理化その他当該事業の健全な経営に関し、

調査、研究及び指導を行うこと。

２）展示会の開催その他需要の開拓を行うこと。

３）会員に対し、伝統的工芸品に関する需要の状況、製造の技術又は技法、原材料等について情報の

提供を行うこと。

４）伝統的工芸品産業に関する振興計画及び共同振興計画の作成及びその実施について指導、助言等

を行うこと。

５）伝統的工芸品の原材料、製造過程、品質等の改善に関する研究を行うこと。

６）伝統的工芸品及び伝統的工芸品を素材とした製品の品質表示について指導、助言等を行うこと。

７）伝統的工芸品に関する資料の収集及び調査を行うこと。

８）伝統的な技術又は技法に熟練した従事者の認定を行うこと。

９）伝統的工芸品産業に関する活性化事業、連携活性化事業及び支援事業の実施に必要な情報の提供

を行うこと。

）伝統的工芸品産業の後継者の育成、技術・技法の継承及び改善に関する事業を行うこと。

）伝統的工芸品及び伝統的工芸品に関連する物品の販売の事業を行うこと。

）その他この法人の目的を達成するため、必要な事業を行うこと。

４．会員の状況

会 員 ２０２１ ３ ３１現在 ２０２０.３.３１現在

産地組合 ２４０ ２４１

団 体 ４５ ４４

企業・個人 １４１ １３６

都府県・政令市 ５６ ５６

市区町村 １１６ １１６

合 計 ５９８ ５９３

５．主たる事務所の状況

〒１０７−００５２ 東京都港区赤坂８丁目１番２２号
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代表理事 宮 川 孝 昭 彦根仏壇事業協同組合理事長（彦根仏壇）

副代表理事 森 將 東京金銀器工業協同組合理事長（東京銀器）

業務執行理事 原 田 元 佐賀県陶磁器工業協同組合理事長（伊万里・有田焼）

専務理事 秋 葉 和 生 一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会

常務理事 高 橋 利 康 一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会

小 椋 一 男 南木曽ろくろ工芸協同組合理事長（南木曽ろくろ細工）

木 村 泰 士 京友禅協同組合連合会理事長（京友禅、京小紋）

佐々木 辰 二 美濃焼伝統工芸品協同組合理事長（美濃焼）

住 田 敏 協同組合加賀染振興協会理事長（加賀友禅）

高 瀬 淳 会津漆器協同組合理事長（会津塗）

田 中 雅 一 京都府仏具協同組合理事長（京仏壇、京仏具）

寺 嶋 貞 夫 博多織工業組合代表理事（博多織）

松 崎 光 正 東京都雛人形工業協同組合理事長

（江戸木目込人形、江戸節句人形）

吉 田 泰 樹 富山県和紙協同組合理事長（越中和紙）

監 事 阿久津 正 志 阿久津総合法律事務所

山 田 ひさの 山田法律特許事務所

高 木 為 嗣 東京都漆器商工業協同組合理事長

７．評議員選定委員

１）年度当初の評議員選定委員（５名）

阿久津 正 志 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会監事

（阿久津総合法律事務所）

久保田 治 秀 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会評議員

（長野県織物工業組合理事長）

鈴 木 勝 治 公益財団法人公益法人協会副理事長

鈴 木 貴 宏 公益社団法人中小企業研究センター専務理事

丸 山 尚 久 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会総務部長

２）評議員選定委員

２０２０ ６ ２６ 退任

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

第３号議案 理事改選準備について

第４号議案 理事会ならびに評議員会の開催について

報告事項 （１）伝統的工芸品展 WAZA2021 開催報告

（２）協会証紙の進捗

（３）KOUGEI EXPO 2020 ONLINE（クリーマ）の現状

（４）オンラインショッピングモールの進捗  
（５）メール直送便の活用状況 
（６）日本コカ・コーラ㈱＜綾鷹＞伝統工芸支援ボトルの売上金による若手従事者へ

の支援 

３．評議員選定委員会の開催

開 催 日 ２０２０．１０．２（火）

会 場 花・味兆（東京都港区）

出席委員 ４名

議 案 評議員の退任に伴う理事会提案候補者の選任について

４．業務執行会議の開催

２０２０ ８ ２０（木）

２０２０ １２ ９（水）

２０２１ ２ １０（水）

２０２１ ３ １０（水）

５．評議員

１）年度当初の評議員（９名）

井 上 一 郎 江戸川大学メディアコミュニケーション学部教授

内 田 篤 呉 ＭＯＡ美術館・箱根美術館館長

越 智 良 典 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

苧 野 恭 成 全国商工会連合会事務局長

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

曽 根 一 朗 独立行政法人日本貿易振興機構理事

田 口 宗 平 角館工芸協同組合理事長（樺細工）

田 中 皓 公益財団法人助成財団センター専務理事

長 野 健 大分合同新聞社代表取締役会長

２）評議員の異動

２０２０ ６ ２６ 退任

越 智 良 典 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

２０２０ １０ ２０ 就任

池 畑 孝 治 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

山 口 敏 雄 伝統工芸高岡銅器振興協同組合理事長

６．理事・監事

１）年度当初の理事（１４名）・監事（３名）
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代表理事 宮 川 孝 昭 彦根仏壇事業協同組合理事長（彦根仏壇）

副代表理事 森 將 東京金銀器工業協同組合理事長（東京銀器）

業務執行理事 原 田 元 佐賀県陶磁器工業協同組合理事長（伊万里・有田焼）

専務理事 秋 葉 和 生 一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会

常務理事 高 橋 利 康 一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会

小 椋 一 男 南木曽ろくろ工芸協同組合理事長（南木曽ろくろ細工）

木 村 泰 士 京友禅協同組合連合会理事長（京友禅、京小紋）

佐々木 辰 二 美濃焼伝統工芸品協同組合理事長（美濃焼）

住 田 敏 協同組合加賀染振興協会理事長（加賀友禅）

高 瀬 淳 会津漆器協同組合理事長（会津塗）

田 中 雅 一 京都府仏具協同組合理事長（京仏壇、京仏具）

寺 嶋 貞 夫 博多織工業組合代表理事（博多織）

松 崎 光 正 東京都雛人形工業協同組合理事長

（江戸木目込人形、江戸節句人形）

吉 田 泰 樹 富山県和紙協同組合理事長（越中和紙）

監 事 阿久津 正 志 阿久津総合法律事務所

山 田 ひさの 山田法律特許事務所

高 木 為 嗣 東京都漆器商工業協同組合理事長

７．評議員選定委員

１）年度当初の評議員選定委員（５名）

阿久津 正 志 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会監事

（阿久津総合法律事務所）

久保田 治 秀 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会評議員

（長野県織物工業組合理事長）

鈴 木 勝 治 公益財団法人公益法人協会副理事長

鈴 木 貴 宏 公益社団法人中小企業研究センター専務理事

丸 山 尚 久 一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会総務部長

２）評議員選定委員

２０２０ ６ ２６ 退任

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

第３号議案 理事改選準備について

第４号議案 理事会ならびに評議員会の開催について

報告事項 （１）伝統的工芸品展 WAZA2021 開催報告

（２）協会証紙の進捗

（３）KOUGEI EXPO 2020 ONLINE（クリーマ）の現状

（４）オンラインショッピングモールの進捗  
（５）メール直送便の活用状況 
（６）日本コカ・コーラ㈱＜綾鷹＞伝統工芸支援ボトルの売上金による若手従事者へ

の支援 

３．評議員選定委員会の開催

開 催 日 ２０２０．１０．２（火）

会 場 花・味兆（東京都港区）

出席委員 ４名

議 案 評議員の退任に伴う理事会提案候補者の選任について

４．業務執行会議の開催

２０２０ ８ ２０（木）

２０２０ １２ ９（水）

２０２１ ２ １０（水）

２０２１ ３ １０（水）

５．評議員

１）年度当初の評議員（９名）

井 上 一 郎 江戸川大学メディアコミュニケーション学部教授

内 田 篤 呉 ＭＯＡ美術館・箱根美術館館長

越 智 良 典 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

苧 野 恭 成 全国商工会連合会事務局長

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

曽 根 一 朗 独立行政法人日本貿易振興機構理事

田 口 宗 平 角館工芸協同組合理事長（樺細工）

田 中 皓 公益財団法人助成財団センター専務理事

長 野 健 大分合同新聞社代表取締役会長

２）評議員の異動

２０２０ ６ ２６ 退任

越 智 良 典 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

久保田 治 秀 長野県織物工業組合理事長（信州紬）

２０２０ １０ ２０ 就任

池 畑 孝 治 一般社団法人日本旅行業協会業務執行理事・事務局長

山 口 敏 雄 伝統工芸高岡銅器振興協同組合理事長

６．理事・監事

１）年度当初の理事（１４名）・監事（３名）
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３．その他の庶務事項

１）登 記

２０２０ ５ １１ 評議員の変更

２０２１ １ ２７ 評議員の変更

２）監事監査

２０２０ ６ ５ ２０１９年度事業及び決算に対する監査

３）補助金監査等

２０２０ ５ １８～２０ ２０１９年度補助金確定監査（経済産業省）

２０２０ ５ ２１、２５ ２０１９年度収支決算についての調査（岡部公認会計士事務所）

４）報告

２０２０ ６ ３０ 内閣総理大臣宛 公益目的支出計画実施報告書提出（電子申請）

５）国庫補助金関係手続

２０２０ ３ ４ ２０２０年度交付申請

２０２０ ４ １ ２０２０年度交付決定

２０２０ ４ １０ ２０１９年度実績報告

２０２０ ４ １６ ２０２０年度第１回概算払請求

２０２０ ５ ２８ ２０２０年度第１回交付 50,000,000 円

２０２０ ６ １５ ２０１９年度補助金額確定

２０２０ ７ ２８ ２０２０年度第１四半期報告

２０２０ ７ ２８ ２０２０年度第２回概算払請求

２０２０ ８ １３ ２０２０年度第２回交付 150,000,000 円

２０２０ １０ ２６ ２０２０年度第２四半期報告

２０２０ １０ ２６ ２０２０年度第３回概算払請求

２０２０ １１ ９ ２０２０年度第３回交付 150,000,000 円

２０２１ １ ２９ ２０２０年度第３四半期報告

２０２１ １ ２９ ２０２０年度第４回概算払請求

２０２１ ２ １ ２０２０年度計画変更承認申請

２０２１ ２ １２ ２０２０年度第４回交付 170,000,000 円

２０２１ ２ １８ ２０２０年度計画変更承認

２０２１ ３ ５ ２０２０年度第５回概算払請求

２０２１ ３ １８ ２０２０年度第５回交付 186,006,000 円

Ⅳ．庶務事項

１．基本財産の造成

※下記１）、２）の表の金額は、時価評価ではなく、実際にご入金いただいた金額を記載

１）基本財産の内訳 単位：円

区 分 令和２年度 昭和 50 年度～令和元年度 累     計 
国

地方公共団体

民 間

伝統的工芸品産業振興協会

0 
0 
0 
0 

300,000,000 
295,000,000 
186,105,000 

860,000 

300,000,000 
295,000,000 
186,105,000 

860,000 
計 0 781,965,000 781,965,000 

２）民間寄付金・負担金の業種別状況 単位：円

業種
令和２年度 昭和 50 年度～令和元年度 累     計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 
織 物

染色・繊維製品

陶 磁 器

漆 器

木 竹 品

金 工 品

仏 壇

和紙・文具

諸工芸品

銀 行 等

団体・個人

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

41 
28 
40 
25 
35 
22 
18 
31 
45 
9 

29 

32,600,000 
11,540,000 
13,050,000 
7,690,000 

10,500,000 
5,010,000 
5,425,000 
4,750,000 
8,400,000 

75,000,000 
12,140,000 

41 
28 
40 
25 
35 
22 
18 
31 
45 
9 

29 

32,600,000 
11,540,000 
13,050,000 
7,690,000 

10,500,000 
5,010,000 
5,425,000 
4,750,000 
8,400,000 

75,000,000 
12,140,000 

計 0 0 323 186,105,000 323 186,105,000 

２．収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移 単位：百万円

事業年度 R3年 3 月 期 R2年 3 月 期 31 年 3 月期 30 年 3 月期 29 年 3 月期 28 年 3 月期 
前期繰越収支差額 10 24 42 43 15 16 
当期収入合計 945 967 974 1,009 1,041 1,002 
当期支出合計 948 973 992 1,010 1,013 1,003 
当期収支差額 △3 △6 △18 △1 28 △1 
次期繰越収支差額 7 18 24 42 43 15 
資産合計 1,014 1,012 1,010 1,027 1,019 1,026 
負債合計 173 144 142 154 143 149 
正味財産 841 868 868 873 876 877 

− 22 −



３．その他の庶務事項

１）登 記

２０２０ ５ １１ 評議員の変更

２０２１ １ ２７ 評議員の変更

２）監事監査

２０２０ ６ ５ ２０１９年度事業及び決算に対する監査

３）補助金監査等

２０２０ ５ １８～２０ ２０１９年度補助金確定監査（経済産業省）

２０２０ ５ ２１、２５ ２０１９年度収支決算についての調査（岡部公認会計士事務所）

４）報告

２０２０ ６ ３０ 内閣総理大臣宛 公益目的支出計画実施報告書提出（電子申請）

５）国庫補助金関係手続

２０２０ ３ ４ ２０２０年度交付申請

２０２０ ４ １ ２０２０年度交付決定

２０２０ ４ １０ ２０１９年度実績報告

２０２０ ４ １６ ２０２０年度第１回概算払請求

２０２０ ５ ２８ ２０２０年度第１回交付 50,000,000 円

２０２０ ６ １５ ２０１９年度補助金額確定

２０２０ ７ ２８ ２０２０年度第１四半期報告

２０２０ ７ ２８ ２０２０年度第２回概算払請求

２０２０ ８ １３ ２０２０年度第２回交付 150,000,000 円

２０２０ １０ ２６ ２０２０年度第２四半期報告

２０２０ １０ ２６ ２０２０年度第３回概算払請求

２０２０ １１ ９ ２０２０年度第３回交付 150,000,000 円

２０２１ １ ２９ ２０２０年度第３四半期報告

２０２１ １ ２９ ２０２０年度第４回概算払請求

２０２１ ２ １ ２０２０年度計画変更承認申請

２０２１ ２ １２ ２０２０年度第４回交付 170,000,000 円

２０２１ ２ １８ ２０２０年度計画変更承認

２０２１ ３ ５ ２０２０年度第５回概算払請求

２０２１ ３ １８ ２０２０年度第５回交付 186,006,000 円

Ⅳ．庶務事項

１．基本財産の造成

※下記１）、２）の表の金額は、時価評価ではなく、実際にご入金いただいた金額を記載

１）基本財産の内訳 単位：円

区 分 令和２年度 昭和 50 年度～令和元年度 累     計 
国

地方公共団体

民 間

伝統的工芸品産業振興協会

0 
0 
0 
0 

300,000,000 
295,000,000 
186,105,000 

860,000 

300,000,000 
295,000,000 
186,105,000 

860,000 
計 0 781,965,000 781,965,000 

２）民間寄付金・負担金の業種別状況 単位：円

業種
令和２年度 昭和 50 年度～令和元年度 累     計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 
織 物

染色・繊維製品

陶 磁 器

漆 器

木 竹 品

金 工 品

仏 壇

和紙・文具

諸工芸品

銀 行 等

団体・個人

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

41 
28 
40 
25 
35 
22 
18 
31 
45 
9 

29 

32,600,000 
11,540,000 
13,050,000 
7,690,000 

10,500,000 
5,010,000 
5,425,000 
4,750,000 
8,400,000 

75,000,000 
12,140,000 

41 
28 
40 
25 
35 
22 
18 
31 
45 
9 

29 

32,600,000 
11,540,000 
13,050,000 
7,690,000 

10,500,000 
5,010,000 
5,425,000 
4,750,000 
8,400,000 

75,000,000 
12,140,000 

計 0 0 323 186,105,000 323 186,105,000 

２．収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移 単位：百万円

事業年度 R3年 3 月 期 R2年 3 月 期 31 年 3 月期 30 年 3 月期 29 年 3 月期 28 年 3 月期 
前期繰越収支差額 10 24 42 43 15 16 
当期収入合計 945 967 974 1,009 1,041 1,002 
当期支出合計 948 973 992 1,010 1,013 1,003 
当期収支差額 △3 △6 △18 △1 28 △1 
次期繰越収支差額 7 18 24 42 43 15 
資産合計 1,014 1,012 1,010 1,027 1,019 1,026 
負債合計 173 144 142 154 143 149 
正味財産 841 868 868 873 876 877 
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砥部焼協同組合

小石原焼陶器協同組合

上野焼協同組合

佐賀県陶磁器工業協同組合

唐津焼協同組合

三川内陶磁器工業協同組合

波佐見陶磁器工業協同組合

小代焼窯元の会

天草陶磁振興協議会

鹿児島県薩摩焼協同組合

壷屋陶器事業協同組合

＜漆器＞（２２）

青森県漆器協同組合連合会

岩手県漆器協同組合

鳴子漆器協同組合

秋田県漆器工業協同組合

会津漆器協同組合

伝統鎌倉彫事業協同組合

伝統小田原漆器組合

村上堆朱事業協同組合

新潟市漆器同業組合

木曽漆器工業協同組合

伝統工芸高岡漆器協同組合

輪島漆器商工業協同組合

山中漆器連合協同組合

金沢漆器商工業協同組合

飛騨春慶連合協同組合

越前漆器協同組合

若狭漆器協同組合

京都漆器工芸協同組合

紀州漆器協同組合

大内塗漆器振興協同組合

香川県漆器工業協同組合

琉球漆器事業協同組合

＜木工品・竹工品＞（３１）

二風谷民芸組合※

岩谷堂箪笥生産協同組合

仙台箪笥協同組合

角館工芸協同組合

大館曲げわっぱ協同組合

秋田杉桶樽協同組合

奥会津三島編組品振興協議会

春日部桐たんす組合

江戸指物協同組合

江戸和竿組合

小田原箱根伝統寄木協同組合

静岡竹工芸協同組合

加茂箪笥協同組合

松本家具工芸協同組合

南木曽ろくろ工芸協同組合

名古屋桐箪笥工業協同組合

飛騨一位一刀彫協同組合

井波彫刻協同組合

越前指物協同組合

京都木工芸協同組合

大阪欄間工芸協同組合

大阪唐木指物組合

大阪泉州桐箪笥組合

大阪簾工業協同組合

兵庫県杞柳製品協同組合

奈良県高山茶筌生産協同組合

紀州桐箪笥協同組合

紀州製竿組合

宮島細工協同組合

別府竹製品協同組合

都城弓製造業協同組合

＜金工品＞（１６）

岩手県南部鉄器協同組合連合会

山形鋳物伝統工芸組合

千葉県打刃物連絡会

東京金銀器工業協同組合

東京アンチモニー工芸協同組合

燕銅器工芸組合

越後与板打刃物組合

越後三条鍛冶集団

信州打刃物工業協同組合

伝統工芸高岡銅器振興協同組合

越前打刃物産地協同組合連合会

堺刃物商工業協同組合連合会

錫器事業協同組合

三木工業協同組合

高知県土佐刃物連合協同組合

肥後象がん振興会

＜仏壇・仏具＞（１７）

山形県仏壇商工業協同組合

新潟仏壇組合

白根佛壇協同組合

長岡地域仏壇協同組合

三条・燕・西蒲仏壇組合

飯山仏壇事業協同組合

４．会員名簿（５９８）

○会員名簿（順不同）２０２１ ３ ３１現在

指定品の産地組合（２４０）※２業種に同じ産地組合

＜織物＞（３８）

二風谷民芸組合※

置賜紬伝統織物協同組合

羽越しな布振興協議会

昭和村からむし後継者育成協議会

茨城県本場結城紬織物協同組合

栃木県本場結城紬織物協同組合

伊勢崎織物工業組合

桐生織物協同組合

秩父銘仙協同組合

村山織物協同組合

黄八丈織物協同組合

八王子織物工業組合

塩沢織物工業協同組合

小千谷織物同業協同組合

十日町織物工業協同組合

長野県織物工業組合

石川県牛首紬生産振興協同組合

滋賀県麻織物工業協同組合

西陣織工業組合

鳥取県弓浜絣協同組合

阿波しじら織協同組合

博多織工業組合

久留米絣協同組合

都城絹織物事業協同組合

鹿児島県本場大島紬協同組合連合会

本場奄美大島紬協同組合

本場大島紬織物協同組合

鹿児島県絹織物工業組合

久米島紬事業協同組合

宮古織物事業協同組合

読谷山花織事業協同組合

琉球絣事業協同組合

那覇伝統織物事業協同組合

与那国町伝統織物協同組合

喜如嘉芭蕉布事業協同組合

竹富町織物事業協同組合

石垣市織物事業協同組合

知花花織事業協同組合

＜染色＞（１８）

東京都染色工業協同組合

東京都工芸染色協同組合

協同組合加賀染振興協会

愛知県絞工業組合

名古屋友禅黒紋付協同組合連合会

京鹿の子絞振興協同組合

京都絞工業協同組合

京友禅協同組合連合会

京都友禅協同組合

京都誂友禅工業協同組合

京都工芸染匠協同組合

京都手描友禅協同組合

京都黒染工業協同組合

京都紋章糊置協同組合

京都紋章工芸協同組合

京都染色補正工業協同組合

協同組合オリセン

琉球びんがた事業協同組合

＜繊維その他＞（５）

「行田足袋」振興会

石川県加賀刺繍協同組合

三重県組紐協同組合

京都刺繍協同組合

京くみひも工業協同組合

＜陶磁器＞（３２）

大堀相馬焼協同組合

会津本郷焼事業協同組合

笠間焼協同組合

益子焼協同組合

石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会

とこなめ焼協同組合

美濃焼伝統工芸品協同組合

赤津焼工業協同組合

瀬戸染付焼工業協同組合

三州瓦工業協同組合

萬古陶磁器工業協同組合

伊賀焼振興協同組合

越前焼工業協同組合

信楽陶器工業協同組合

京都陶磁器協同組合連合会

丹波立杭陶磁器協同組合

出石焼陶友会

石見陶器工業協同組合

協同組合岡山県備前焼陶友会

萩陶芸家協会

大谷焼陶業協会
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砥部焼協同組合

小石原焼陶器協同組合

上野焼協同組合

佐賀県陶磁器工業協同組合

唐津焼協同組合

三川内陶磁器工業協同組合

波佐見陶磁器工業協同組合

小代焼窯元の会

天草陶磁振興協議会

鹿児島県薩摩焼協同組合

壷屋陶器事業協同組合

＜漆器＞（２２）

青森県漆器協同組合連合会

岩手県漆器協同組合

鳴子漆器協同組合

秋田県漆器工業協同組合

会津漆器協同組合

伝統鎌倉彫事業協同組合

伝統小田原漆器組合

村上堆朱事業協同組合

新潟市漆器同業組合

木曽漆器工業協同組合

伝統工芸高岡漆器協同組合

輪島漆器商工業協同組合

山中漆器連合協同組合

金沢漆器商工業協同組合

飛騨春慶連合協同組合

越前漆器協同組合

若狭漆器協同組合

京都漆器工芸協同組合

紀州漆器協同組合

大内塗漆器振興協同組合

香川県漆器工業協同組合

琉球漆器事業協同組合

＜木工品・竹工品＞（３１）

二風谷民芸組合※

岩谷堂箪笥生産協同組合

仙台箪笥協同組合

角館工芸協同組合

大館曲げわっぱ協同組合

秋田杉桶樽協同組合

奥会津三島編組品振興協議会

春日部桐たんす組合

江戸指物協同組合

江戸和竿組合

小田原箱根伝統寄木協同組合

静岡竹工芸協同組合

加茂箪笥協同組合

松本家具工芸協同組合

南木曽ろくろ工芸協同組合

名古屋桐箪笥工業協同組合

飛騨一位一刀彫協同組合

井波彫刻協同組合

越前指物協同組合

京都木工芸協同組合

大阪欄間工芸協同組合

大阪唐木指物組合

大阪泉州桐箪笥組合

大阪簾工業協同組合

兵庫県杞柳製品協同組合

奈良県高山茶筌生産協同組合

紀州桐箪笥協同組合

紀州製竿組合

宮島細工協同組合

別府竹製品協同組合

都城弓製造業協同組合

＜金工品＞（１６）

岩手県南部鉄器協同組合連合会

山形鋳物伝統工芸組合

千葉県打刃物連絡会

東京金銀器工業協同組合

東京アンチモニー工芸協同組合

燕銅器工芸組合

越後与板打刃物組合

越後三条鍛冶集団

信州打刃物工業協同組合

伝統工芸高岡銅器振興協同組合

越前打刃物産地協同組合連合会

堺刃物商工業協同組合連合会

錫器事業協同組合

三木工業協同組合

高知県土佐刃物連合協同組合

肥後象がん振興会

＜仏壇・仏具＞（１７）

山形県仏壇商工業協同組合

新潟仏壇組合

白根佛壇協同組合

長岡地域仏壇協同組合

三条・燕・西蒲仏壇組合

飯山仏壇事業協同組合

４．会員名簿（５９８）

○会員名簿（順不同）２０２１ ３ ３１現在

指定品の産地組合（２４０）※２業種に同じ産地組合

＜織物＞（３８）

二風谷民芸組合※

置賜紬伝統織物協同組合

羽越しな布振興協議会

昭和村からむし後継者育成協議会

茨城県本場結城紬織物協同組合

栃木県本場結城紬織物協同組合

伊勢崎織物工業組合

桐生織物協同組合

秩父銘仙協同組合

村山織物協同組合

黄八丈織物協同組合

八王子織物工業組合

塩沢織物工業協同組合

小千谷織物同業協同組合

十日町織物工業協同組合

長野県織物工業組合

石川県牛首紬生産振興協同組合

滋賀県麻織物工業協同組合

西陣織工業組合

鳥取県弓浜絣協同組合

阿波しじら織協同組合

博多織工業組合

久留米絣協同組合

都城絹織物事業協同組合

鹿児島県本場大島紬協同組合連合会

本場奄美大島紬協同組合

本場大島紬織物協同組合

鹿児島県絹織物工業組合

久米島紬事業協同組合

宮古織物事業協同組合

読谷山花織事業協同組合

琉球絣事業協同組合

那覇伝統織物事業協同組合

与那国町伝統織物協同組合

喜如嘉芭蕉布事業協同組合

竹富町織物事業協同組合

石垣市織物事業協同組合

知花花織事業協同組合

＜染色＞（１８）

東京都染色工業協同組合

東京都工芸染色協同組合

協同組合加賀染振興協会

愛知県絞工業組合

名古屋友禅黒紋付協同組合連合会

京鹿の子絞振興協同組合

京都絞工業協同組合

京友禅協同組合連合会

京都友禅協同組合

京都誂友禅工業協同組合

京都工芸染匠協同組合

京都手描友禅協同組合

京都黒染工業協同組合

京都紋章糊置協同組合

京都紋章工芸協同組合

京都染色補正工業協同組合

協同組合オリセン

琉球びんがた事業協同組合

＜繊維その他＞（５）

「行田足袋」振興会

石川県加賀刺繍協同組合

三重県組紐協同組合

京都刺繍協同組合

京くみひも工業協同組合

＜陶磁器＞（３２）

大堀相馬焼協同組合

会津本郷焼事業協同組合

笠間焼協同組合

益子焼協同組合

石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会

とこなめ焼協同組合

美濃焼伝統工芸品協同組合

赤津焼工業協同組合

瀬戸染付焼工業協同組合

三州瓦工業協同組合

萬古陶磁器工業協同組合

伊賀焼振興協同組合

越前焼工業協同組合

信楽陶器工業協同組合

京都陶磁器協同組合連合会

丹波立杭陶磁器協同組合

出石焼陶友会

石見陶器工業協同組合

協同組合岡山県備前焼陶友会

萩陶芸家協会

大谷焼陶業協会
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＜団体＞（３９）

伊予手抄和紙振興会＊

協同組合瀬戸内ファニチャー

一財 京都伝統工芸産業支援センター

公財 京都伝統産業交流センター

京都伝統産業青年会

京都陶磁器卸商業協同組合

一財京都陶磁器協会＊

一財熊本県伝統工芸館

黒谷和紙振興会＊

一財経済産業調査会

埼玉県小川和紙工業協同組合＊

一社 ジャパンショッピングツーリズム協会

一財省エネルギーセンター

全国染色協同組合連合会＊

全国手すき和紙連合会※

全国伝産会館運営連絡協議会

全国伝産金工品組合協議会

全国伝産陶磁器組合協議会

全国伝産和紙筆墨硯組合協議会

全国伝統的工芸品仏壇仏具組合連合会※

全国籐商工業連合会＋

一社全日本きもの振興会

一財大日本蚕糸会

公財高岡地域地場産業センター

竹製品全国振興連盟＊

一財地域伝統芸能活用センター

伝統的工芸品出品者協議会

東京都漆器商工業協同組合＊

徳島県竹製品組合連合会＊

一社奈良県工芸協会

奈良製墨組合＊

日本漆器協同組合連合会＊

公社日本図案家協会

日本伝統工芸士会

一社日本伝統染色工芸保存協会

一財日本陶業連盟＊

一社日本人形協会＊

福岡県伝統的工芸品振興協議会

三井広報委員会

＜銀行＞（６）

株 商工組合中央金庫＊

住友信託銀行株＊

一社全国地方銀行協会＊

株三菱 銀行＊

三菱信託銀行株＊

株 りそな銀行＊

＜企業・個人＞（１３５）

株 相澤企画

株愛知印刷工業

有愛知屋総本店

株愛知屋佛壇本舗

阿久澤宏一郎

株 アクトエージェンシー

浅井仏檀店

株浅野商店

株味岡人形

アスクル 株

有安藤商店

泉屋株

株和泉利器製作所

一和堂工芸株

井上スダレ 株

有 井上彦兵衛商店

今井崇子＊

岩手県産株

株岩野平三郎製紙所

有岩谷堂家具センター

株 印伝屋 上原勇七

株永楽屋

株 エムアンドビーデザイン

大阪錫器株

大阪仏壇仏具センター 株 越前屋

大澤美術鋳造所

大渕木芸

株 オゼキ

有 家具のあづま

株 笠井仏壇工芸

株学研プラス

有 カネキン小椋製盆所

兼崎俊一＊

株 Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｊａｐａｎ

川合康夫

川嶋信之

株岸タンス店

木下らんま店

株 久宝堂

有桐の蔵

株久保田号

株熊木

株呉竹

小出大佛本店

金沢仏壇商工業協同組合

七尾仏壇協同組合

名古屋仏壇商工協同組合

三河仏壇振興協同組合

尾張仏具技術保存会

彦根仏壇事業協同組合

京都府仏具協同組合

大阪宗教用具商工協同組合

広島宗教用具商工協同組合

八女福島仏壇仏具協同組合

鹿児島県川辺仏壇協同組合

＜和紙＞（９）

内山紙協同組合

富山県和紙協同組合

美濃手すき和紙協同組合

福井県和紙工業協同組合

鳥取県因州和紙協同組合

石州和紙協同組合

阿波手漉和紙商工業協同組合

大洲手すき和紙協同組合

高知県手すき和紙協同組合

＜文具＞（１２）

雄勝硯生産販売協同組合

豊橋筆振興協同組合

鈴鹿製墨協同組合

播州算盤工芸品協同組合

兵庫県木珠事業協同組合

播州算盤製造業組合

奈良毛筆協同組合

奈良製墨組合

雲州算盤協同組合

熊野筆事業協同組合

川尻毛筆事業協同組合

山口県赤間硯生産協同組合

＜石工品・貴石細工＞（５）

真壁石材協同組合

山梨県水晶美術彫刻協同組合

岡崎石工団地協同組合

京都府石材業協同組合

来待石灯ろう協同組合

＜人形・こけし＞（１１）

鳴子木地玩具協同組合

遠刈田伝統こけし工人組合

弥治郎こけし業協同組合

仙台地区伝統こけし工人組合

東京都雛人形工業協同組合

東京歳之市羽子板商組合

岩槻人形協同組合

駿河雛人形伝統工芸士会

中部人形節句品工業協同組合

京人形商工業協同組合

博多人形商工業協同組合

＜諸工芸品＞（２２）

山形県将棋駒協同組合

房州うちわ振興協議会

江戸からかみ協同組合

江戸切子協同組合

東京伝統木版画工芸協同組合

一般社団法人東部硝子工業会

東京鼈甲組合連合会

甲府印伝商工業協同組合

山梨県印章店協同組合

岐阜提灯協同組合

七宝町七宝焼生産者協同組合

名古屋七宝協同組合

越中福岡の菅笠振興会

京都扇子団扇商工協同組合

京表具協同組合連合会

播州釣針協同組合

福山邦楽器製造業協同組合

香川県うちわ協同組合連合会

八女提灯協同組合

長崎鼈甲組合連合会

山鹿灯籠振興会

沖縄県三線製作事業協同組合

＜工芸用具・工芸材料＞（３）

庄川木工挽物会

石川県箔商工業協同組合

伊勢形紙協同組合

指定品以外の組合・団体・企業（１８６）

＜商工会議所＞（６）

京都商工会議所

福岡商工会議所

彦根商工会議所

広島商工会議所

東京商工会議所

十日町商工会議所
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＜団体＞（３９）

伊予手抄和紙振興会＊

協同組合瀬戸内ファニチャー

一財 京都伝統工芸産業支援センター

公財 京都伝統産業交流センター

京都伝統産業青年会

京都陶磁器卸商業協同組合

一財京都陶磁器協会＊

一財熊本県伝統工芸館

黒谷和紙振興会＊

一財経済産業調査会

埼玉県小川和紙工業協同組合＊

一社 ジャパンショッピングツーリズム協会

一財省エネルギーセンター

全国染色協同組合連合会＊

全国手すき和紙連合会※

全国伝産会館運営連絡協議会

全国伝産金工品組合協議会

全国伝産陶磁器組合協議会

全国伝産和紙筆墨硯組合協議会

全国伝統的工芸品仏壇仏具組合連合会※

全国籐商工業連合会＋

一社全日本きもの振興会

一財大日本蚕糸会

公財高岡地域地場産業センター

竹製品全国振興連盟＊

一財地域伝統芸能活用センター

伝統的工芸品出品者協議会

東京都漆器商工業協同組合＊

徳島県竹製品組合連合会＊

一社奈良県工芸協会

奈良製墨組合＊

日本漆器協同組合連合会＊

公社日本図案家協会

日本伝統工芸士会

一社日本伝統染色工芸保存協会

一財日本陶業連盟＊

一社日本人形協会＊

福岡県伝統的工芸品振興協議会

三井広報委員会

＜銀行＞（６）

株 商工組合中央金庫＊

住友信託銀行株＊

一社全国地方銀行協会＊

株三菱 銀行＊

三菱信託銀行株＊

株 りそな銀行＊

＜企業・個人＞（１３５）

株 相澤企画

株愛知印刷工業

有愛知屋総本店

株愛知屋佛壇本舗

阿久澤宏一郎

株 アクトエージェンシー

浅井仏檀店

株浅野商店

株味岡人形

アスクル 株

有安藤商店

泉屋株

株和泉利器製作所

一和堂工芸株

井上スダレ 株

有井上彦兵衛商店

今井崇子＊

岩手県産株

株岩野平三郎製紙所

有岩谷堂家具センター

株 印伝屋 上原勇七

株永楽屋

株 エムアンドビーデザイン

大阪錫器株

大阪仏壇仏具センター 株 越前屋

大澤美術鋳造所

大渕木芸

株 オゼキ

有 家具のあづま

株 笠井仏壇工芸

株学研プラス

有 カネキン小椋製盆所

兼崎俊一＊

株 Ｃｕｌｔｕｒｅ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｊａｐａｎ

川合康夫

川嶋信之

株岸タンス店

木下らんま店

株 久宝堂

有桐の蔵

株久保田号

株熊木

株呉竹

小出大佛本店

金沢仏壇商工業協同組合

七尾仏壇協同組合

名古屋仏壇商工協同組合

三河仏壇振興協同組合

尾張仏具技術保存会

彦根仏壇事業協同組合

京都府仏具協同組合

大阪宗教用具商工協同組合

広島宗教用具商工協同組合

八女福島仏壇仏具協同組合

鹿児島県川辺仏壇協同組合

＜和紙＞（９）

内山紙協同組合

富山県和紙協同組合

美濃手すき和紙協同組合

福井県和紙工業協同組合

鳥取県因州和紙協同組合

石州和紙協同組合

阿波手漉和紙商工業協同組合

大洲手すき和紙協同組合

高知県手すき和紙協同組合

＜文具＞（１２）

雄勝硯生産販売協同組合

豊橋筆振興協同組合

鈴鹿製墨協同組合

播州算盤工芸品協同組合

兵庫県木珠事業協同組合

播州算盤製造業組合

奈良毛筆協同組合

奈良製墨組合

雲州算盤協同組合

熊野筆事業協同組合

川尻毛筆事業協同組合

山口県赤間硯生産協同組合

＜石工品・貴石細工＞（５）

真壁石材協同組合

山梨県水晶美術彫刻協同組合

岡崎石工団地協同組合

京都府石材業協同組合

来待石灯ろう協同組合

＜人形・こけし＞（１１）

鳴子木地玩具協同組合

遠刈田伝統こけし工人組合

弥治郎こけし業協同組合

仙台地区伝統こけし工人組合

東京都雛人形工業協同組合

東京歳之市羽子板商組合

岩槻人形協同組合

駿河雛人形伝統工芸士会

中部人形節句品工業協同組合

京人形商工業協同組合

博多人形商工業協同組合

＜諸工芸品＞（２２）

山形県将棋駒協同組合

房州うちわ振興協議会

江戸からかみ協同組合

江戸切子協同組合

東京伝統木版画工芸協同組合

一般社団法人東部硝子工業会

東京鼈甲組合連合会

甲府印伝商工業協同組合

山梨県印章店協同組合

岐阜提灯協同組合

七宝町七宝焼生産者協同組合

名古屋七宝協同組合

越中福岡の菅笠振興会

京都扇子団扇商工協同組合

京表具協同組合連合会

播州釣針協同組合

福山邦楽器製造業協同組合

香川県うちわ協同組合連合会

八女提灯協同組合

長崎鼈甲組合連合会

山鹿灯籠振興会

沖縄県三線製作事業協同組合

＜工芸用具・工芸材料＞（３）

庄川木工挽物会

石川県箔商工業協同組合

伊勢形紙協同組合

指定品以外の組合・団体・企業（１８６）

＜商工会議所＞（６）

京都商工会議所

福岡商工会議所

彦根商工会議所

広島商工会議所

東京商工会議所

十日町商工会議所
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＜地方自治体＞（１７２）

青 森 県

弘 前 市

岩 手 県

盛 岡 市

奥 州 市

宮 城 県

仙 台 市

白 石 市

石 巻 市

大 崎 市

蔵 王 町

秋 田 県

大 館 市

湯 沢 市

仙 北 市

山 形 県

米 沢 市

福 島 県

会 津 若 松 市

浪 江 町

会 津 美 里 町

三 島 町

茨 城 県

結 城 市

笠 間 市

桜 川 市

栃 木 県

小 山 市

益 子 町

群 馬 県

伊 勢 崎 市

桐 生 市

埼 玉 県

さ い た ま 市

春 日 部 市

秩 父 市

千 葉 県

東 京 都

武 蔵 村 山 市

八 丈 町

神 奈 川 県

鎌 倉 市

小 田 原 市

箱 根 町

新 潟 県

新 潟 市

村 上 市

加 茂 市

小 千 谷 市

燕 市

三 条 市

十 日 町 市

南 魚 沼 市

長 野 県

飯 山 市

塩 尻 市

南 木 曽 町

山 梨 県

甲 府 市

静 岡 県

静 岡 市

愛 知 県

名 古 屋 市

常 滑 市

豊 橋 市

瀬 戸 市

岡 崎 市

あ ま 市

岐 阜 県

高 山 市

土 岐 市

多 治 見 市

美 濃 市

岐 阜 市

三 重 県

鈴 鹿 市

四 日 市 市

伊 賀 市

菰 野 町

富 山 県

高 岡 市

砺 波 市

南 砺 市

富 山 市

朝 日 町

石 川 県

金 沢 市

輪 島 市

七 尾 市

加 賀 市

能 美 市

白 山 市

福 井 県

小 浜 市

越 前 市

鯖 江 市

越 前 町

滋 賀 県

彦 根 市

甲 賀 市

京 都 府

京 都 市

大 阪 府

大 阪 市

堺 市

岸 和 田 市

兵 庫 県

小 野 市

西 脇 市

三 木 市

丹 波 篠 山 市

豊 岡 市

奈 良 県

生 駒 市

奈 良 市

和 歌 山 県

海 南 市

和 歌 山 市

鳥 取 県

島 根 県

浜 田 市

岡 山 県

備 前 市

真 庭 市

広 島 県

廿 日 市 市

熊 野 町

山 口 県

山 口 市

宇 部 市

徳 島 県

吉 野 川 市

香 川 県

高 松 市

丸 亀 市

愛 媛 県

砥 部 町

内 子 町

高 知 県

い の 町

福 岡 県

福 岡 市

八 女 市

久 留 米 市

東 峰 村

佐 賀 県

伊 万 里 市

唐 津 市

有 田 町

長 崎 県

佐 世 保 市

波 佐 見 町

熊 本 県

熊 本 市

山 鹿 市

大 分 県

別 府 市

宮 崎 県

都 城 市

鹿 児 島 県

奄 美 市

鹿 児 島 市

南 九 州 市

沖 縄 県

宮 古 島 市

那 覇 市

石 垣 市

与 那 国 町

南 風 原 町

久 米 島 町

読 谷 村

大 宜 味 村

株幸修園

河野打刃物 河野忠喜

株弘報社

有工房田中

斉藤三郎＊

佐藤卓見＊

佐藤哲夫

有 さとくガーデン

株

株 シガ木工

有茂野タンス店

漆器山富

有漆芸しばた

株 シメノ

有 進誠堂

株杉浦仏壇店

株鈴木佛壇店

誠心堂

株西武百貨店＊

株世界文化社

株 ソーゴーブレイン

株 大黒屋佛壇店

株 ダイヤモンド社※

田上民芸

高辻康弘＊

株高橋新吾タンス店

詫間宝石彫刻

たくみ工芸

有竹ふえ

株 田中家具製作所

たにてる工芸

株 箪笥の松本

株つかもと

土山健介

露木啓雄＊

株 ＴＶＣ

寺西文男＊

テレビ朝日映像株

株東武百貨店

株童夢

東洋佐々木ガラス 株

株

株 東レ経営研究所

株 ドリーム

株 トンナ佛宝堂

中澤唐木株

有中島徽章

ナカダ 株

有永田刃物

株永田屋仏壇店

株ナビバード

成田商事株

株西村庄治商店

日中民間工芸家友好促進会 株

株 ニッポン手仕事図鑑

日本文教出版株

有 にんぎょっ子

有 箱根丸山物産

橋本屋仏壇店

株 ビータス

株 平田染工

株福宝

藤井 毅＊

株藤木伝四郎商店

布施川武充＊

有 ブレインカフェ

ホクエツ印刷 株

株毎日映画社

株真多呂人形

株 マネジメントパートナーズ

株 まほろ印工

株 マルミミ

株 三越日本橋本店

光村図書出版株

株三村松

株宮崎＊

望月一宏

モテギ 株

株森繁

森谷大仏堂

柳田昌信

株山谷産業

株やまと

株 ヤマトマネキン

ユーシーカード 株

株 米永

株 ライズ・ビデオ・エイテイ

株 Ｒｙｕ Ｇｉｎ Ｊａｐａｎ

有 蓮華堂

渡邉恒子

ワタナベ鯉のぼり株式会社

注）＊＝寄付会員

※＝寄付及び会費会員
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＜地方自治体＞（１７２）

青 森 県

弘 前 市

岩 手 県

盛 岡 市

奥 州 市

宮 城 県

仙 台 市

白 石 市

石 巻 市

大 崎 市

蔵 王 町

秋 田 県

大 館 市

湯 沢 市

仙 北 市

山 形 県

米 沢 市

福 島 県

会 津 若 松 市

浪 江 町

会 津 美 里 町

三 島 町

茨 城 県

結 城 市

笠 間 市

桜 川 市

栃 木 県

小 山 市

益 子 町

群 馬 県

伊 勢 崎 市

桐 生 市

埼 玉 県

さ い た ま 市

春 日 部 市

秩 父 市

千 葉 県

東 京 都

武 蔵 村 山 市

八 丈 町

神 奈 川 県

鎌 倉 市

小 田 原 市

箱 根 町

新 潟 県

新 潟 市

村 上 市

加 茂 市

小 千 谷 市

燕 市

三 条 市

十 日 町 市

南 魚 沼 市

長 野 県

飯 山 市

塩 尻 市

南 木 曽 町

山 梨 県

甲 府 市

静 岡 県

静 岡 市

愛 知 県

名 古 屋 市

常 滑 市

豊 橋 市

瀬 戸 市

岡 崎 市

あ ま 市

岐 阜 県

高 山 市

土 岐 市

多 治 見 市

美 濃 市

岐 阜 市

三 重 県

鈴 鹿 市

四 日 市 市

伊 賀 市

菰 野 町

富 山 県

高 岡 市

砺 波 市

南 砺 市

富 山 市

朝 日 町

石 川 県

金 沢 市

輪 島 市

七 尾 市

加 賀 市

能 美 市

白 山 市

福 井 県

小 浜 市

越 前 市

鯖 江 市

越 前 町

滋 賀 県

彦 根 市

甲 賀 市

京 都 府

京 都 市

大 阪 府

大 阪 市

堺 市

岸 和 田 市

兵 庫 県

小 野 市

西 脇 市

三 木 市

丹 波 篠 山 市

豊 岡 市

奈 良 県

生 駒 市

奈 良 市

和 歌 山 県

海 南 市

和 歌 山 市

鳥 取 県

島 根 県

浜 田 市

岡 山 県

備 前 市

真 庭 市

広 島 県

廿 日 市 市

熊 野 町

山 口 県

山 口 市

宇 部 市

徳 島 県

吉 野 川 市

香 川 県

高 松 市

丸 亀 市

愛 媛 県

砥 部 町

内 子 町

高 知 県

い の 町

福 岡 県

福 岡 市

八 女 市

久 留 米 市

東 峰 村

佐 賀 県

伊 万 里 市

唐 津 市

有 田 町

長 崎 県

佐 世 保 市

波 佐 見 町

熊 本 県

熊 本 市

山 鹿 市

大 分 県

別 府 市

宮 崎 県

都 城 市

鹿 児 島 県

奄 美 市

鹿 児 島 市

南 九 州 市

沖 縄 県

宮 古 島 市

那 覇 市

石 垣 市

与 那 国 町

南 風 原 町

久 米 島 町

読 谷 村

大 宜 味 村

株幸修園

河野打刃物 河野忠喜

株弘報社

有工房田中

斉藤三郎＊

佐藤卓見＊

佐藤哲夫

有 さとくガーデン

株

株 シガ木工

有茂野タンス店

漆器山富

有漆芸しばた

株 シメノ

有 進誠堂

株杉浦仏壇店

株鈴木佛壇店

誠心堂

株西武百貨店＊

株世界文化社

株 ソーゴーブレイン

株 大黒屋佛壇店

株 ダイヤモンド社※

田上民芸

高辻康弘＊

株高橋新吾タンス店

詫間宝石彫刻

たくみ工芸

有竹ふえ

株 田中家具製作所

たにてる工芸

株 箪笥の松本

株つかもと

土山健介

露木啓雄＊

株 ＴＶＣ

寺西文男＊

テレビ朝日映像株

株東武百貨店

株童夢

東洋佐々木ガラス 株

株

株 東レ経営研究所

株 ドリーム

株 トンナ佛宝堂

中澤唐木株

有中島徽章

ナカダ 株

有永田刃物

株永田屋仏壇店

株ナビバード

成田商事株

株西村庄治商店

日中民間工芸家友好促進会 株

株 ニッポン手仕事図鑑

日本文教出版株

有 にんぎょっ子

有 箱根丸山物産

橋本屋仏壇店

株 ビータス

株 平田染工

株福宝

藤井 毅＊

株藤木伝四郎商店

布施川武充＊

有 ブレインカフェ

ホクエツ印刷 株

株毎日映画社

株真多呂人形

株 マネジメントパートナーズ

株 まほろ印工

株 マルミミ

株 三越日本橋本店

光村図書出版株

株三村松

株宮崎＊

望月一宏

モテギ 株

株森繁

森谷大仏堂

柳田昌信

株山谷産業

株やまと

株 ヤマトマネキン

ユーシーカード 株

株 米永

株 ライズ・ビデオ・エイテイ

株 Ｒｙｕ Ｇｉｎ Ｊａｐａｎ

有 蓮華堂

渡邉恒子

ワタナベ鯉のぼり株式会社

注）＊＝寄付会員

※＝寄付及び会費会員
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伝統的工芸品展 WAZA2021 ポスター

伝統的工芸品展 WAZA2021 チラシ

伝統的工芸品展 WAZA2021DM
伝統的工芸品展 WAZA2021 クリアファイル

全国伝統的工芸品公募展作品募集ポスター

全国伝統的工芸品公募展作品募集チラシ

全国伝統的工芸品公募展展示会ポスター

全国伝統的工芸品公募展展示会チラシ

全国伝統的工芸品公募展展示会ＤＭハガキ

伝統工芸青山スクエアサインパネル

伝統工芸青山スクエアショップカード（日本語版、英語版）

伝統工芸青山スクエアメトロナビマップ

青山ツインビル内 青山スクエア案内ポスター（展示会スケジュール入り）

郵便局 青山スクエア案内ポスター

事業報告の附属明細書 

 

２０２０年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しない

ので、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定

する附属明細書は作成していない。

５．作成資料等一覧

１）実施要領等

伝統工芸士試験受験要領

伝統工芸士認定事業試験実施の手引き

伝統工芸士認定事業事務処理解説書

伝統工芸士読本（認定試験・更新試験テキスト）

伝統工芸士更新試験実施要領

児童･生徒に対する伝統的工芸品教育事業実施要領

伝統的工芸ふるさと体験･交流事業実施要領

新規従事者指導支援事業実施要領

伝統的工芸品月間関連催事支援事業実施要領

伝統工芸青山スクエア出品のご案内

暮らしの中の伝統的工芸品展開催要項

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 開催要綱

全国伝統的工芸品月間オンライン展示販売のご案内

KOUGEI EXPO 2020 in KYOTO 開催要項

伝統的工芸品展 WAZA2021 開催要綱

伝統的工芸品展 WAZA2021 出品の手引き

全国伝統的工芸品公募展応募要項

フォーラム事業実施要領

中国におけるテストマーケティング実施要領

２）報告書

伝統工芸士認定事業報告書

伝統工芸士更新試験報告書

児童･生徒に対する伝統的工芸品教育事業報告書

伝統的工芸ふるさと体験･交流事業報告書

新規従事者指導支援事業報告書

暮らしの中の伝統的工芸品展報告書

伝統的工芸品月間関連催事支援事業報告書

KOUGEI EXPO 2020 in KYOTO 実施報告書

全国伝統的工芸品月間オンライン展示販売業務報告書

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK2020 報告書

伝統的工芸品展 WAZA2021 報告書

全国伝統的工芸品公募展報告書

パリ テストマーケティング活動報告書

中国・重慶 活動報告書

フォーラム事業報告書

３）ポスター・パンフレット・書籍等

伝統工芸士試験ポスター

伝統工芸青山スクエア特別展 DM
JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 ポスター

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 パンフレット

暮らしの中の伝統的工芸品展ポスター 
暮らしの中の伝統的工芸品展 DM
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伝統的工芸品展 WAZA2021 ポスター

伝統的工芸品展 WAZA2021 チラシ

伝統的工芸品展 WAZA2021DM
伝統的工芸品展 WAZA2021 クリアファイル

全国伝統的工芸品公募展作品募集ポスター

全国伝統的工芸品公募展作品募集チラシ

全国伝統的工芸品公募展展示会ポスター

全国伝統的工芸品公募展展示会チラシ

全国伝統的工芸品公募展展示会ＤＭハガキ

伝統工芸青山スクエアサインパネル

伝統工芸青山スクエアショップカード（日本語版、英語版）

伝統工芸青山スクエアメトロナビマップ

青山ツインビル内 青山スクエア案内ポスター（展示会スケジュール入り）

郵便局 青山スクエア案内ポスター

事業報告の附属明細書 

 

２０２０年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しない

ので、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定

する附属明細書は作成していない。

５．作成資料等一覧

１）実施要領等

伝統工芸士試験受験要領

伝統工芸士認定事業試験実施の手引き

伝統工芸士認定事業事務処理解説書

伝統工芸士読本（認定試験・更新試験テキスト）

伝統工芸士更新試験実施要領

児童･生徒に対する伝統的工芸品教育事業実施要領

伝統的工芸ふるさと体験･交流事業実施要領

新規従事者指導支援事業実施要領

伝統的工芸品月間関連催事支援事業実施要領

伝統工芸青山スクエア出品のご案内

暮らしの中の伝統的工芸品展開催要項

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 開催要綱

全国伝統的工芸品月間オンライン展示販売のご案内

KOUGEI EXPO 2020 in KYOTO 開催要項

伝統的工芸品展 WAZA2021 開催要綱

伝統的工芸品展 WAZA2021 出品の手引き

全国伝統的工芸品公募展応募要項

フォーラム事業実施要領

中国におけるテストマーケティング実施要領

２）報告書

伝統工芸士認定事業報告書

伝統工芸士更新試験報告書

児童･生徒に対する伝統的工芸品教育事業報告書

伝統的工芸ふるさと体験･交流事業報告書

新規従事者指導支援事業報告書

暮らしの中の伝統的工芸品展報告書

伝統的工芸品月間関連催事支援事業報告書

KOUGEI EXPO 2020 in KYOTO 実施報告書

全国伝統的工芸品月間オンライン展示販売業務報告書

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK2020 報告書

伝統的工芸品展 WAZA2021 報告書

全国伝統的工芸品公募展報告書

パリ テストマーケティング活動報告書

中国・重慶 活動報告書

フォーラム事業報告書

３）ポスター・パンフレット・書籍等

伝統工芸士試験ポスター

伝統工芸青山スクエア特別展 DM
JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 ポスター

JAPAN TRADITIONAL CRAFTS WEEK 2020 パンフレット

暮らしの中の伝統的工芸品展ポスター 
暮らしの中の伝統的工芸品展 DM
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金 △ 663,941
貯蔵品
銀行預金
未収金
前払金
仮払金 △ 1,001,502

流動資産合計
２．固定資産

（１）基本財産
投資有価証券
銀行預金 △ 42,881,000

基本財産合計 △ 13,221,000
（２）特定資産

退職給付引当資産
運営強化基金資産

特定資産合計
（３）その他の固定資産

什器備品 △ 2,372,028
電話加入権
保証金

その他の固定資産合計 △ 2,372,028
固定資産合計 △ 15,593,028

資産合計

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金
預り金
前受金
仮受金 △ 7,778
賞与引当金

流動負債合計
２．固定負債

退職給付引当金
固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

国庫補助金
地方公共団体寄付金
民間寄付金 △ 13,221,000

指定正味財産合計 △ 13,221,000
（うち基本財産への充当額） (△ 13,221,000)
（うち特定資産への充当額）

２．一般正味財産
一般正味財産合計 △ 13,691,533

（うち基本財産への充当額）
（うち特定資産への充当額）

正味財産合計 △ 26,912,533
負債及び正味財産合計

令和3年3月31日現在

貸借対照表 

 
収支決算書 

《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》

 
 

Ⅰ．財務諸表

１．貸借対照表 ···································································· ３３ 

２．正味財産増減計算書 ······················································ ３４ ～ ３８ 

３．財産目録 ······································································· ３９ 

４．財務諸表に対する注記 ·················································· ４０ ～ ４２ 

５．附属明細書 ···································································· ４３ 
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金 △ 663,941
貯蔵品
銀行預金
未収金
前払金
仮払金 △ 1,001,502

流動資産合計
２．固定資産

（１）基本財産
投資有価証券
銀行預金 △ 42,881,000

基本財産合計 △ 13,221,000
（２）特定資産

退職給付引当資産
運営強化基金資産

特定資産合計
（３）その他の固定資産

什器備品 △ 2,372,028
電話加入権
保証金

その他の固定資産合計 △ 2,372,028
固定資産合計 △ 15,593,028

資産合計

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金
預り金
前受金
仮受金 △ 7,778
賞与引当金

流動負債合計
２．固定負債

退職給付引当金
固定負債合計

負債合計

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

国庫補助金
地方公共団体寄付金
民間寄付金 △ 13,221,000

指定正味財産合計 △ 13,221,000
（うち基本財産への充当額） (△ 13,221,000)
（うち特定資産への充当額）

２．一般正味財産
一般正味財産合計 △ 13,691,533

（うち基本財産への充当額）
（うち特定資産への充当額）

正味財産合計 △ 26,912,533
負債及び正味財産合計

令和3年3月31日現在

貸借対照表 

 
収支決算書 

《 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 》

 
 

Ⅰ．財務諸表

１．貸借対照表 ···································································· ３３ 

２．正味財産増減計算書 ······················································ ３４ ～ ３８ 

３．財産目録 ······································································· ３９ 

４．財務諸表に対する注記 ·················································· ４０ ～ ４２ 

５．附属明細書 ···································································· ４３ 

 

− 33 −



（単位 ：円）

当年度 前年度 増減

　　実演費 △ 6,155,108

    説明員旅費 △ 9,398,807

　　試験費

　　認定費

　　調査費

　　研究会費

　　備品費 △ 1,736,236

　　光熱水料 △ 407,231

    内装費 △ 3,076,436

　　展示会出展費 △ 938,960

　　梱包運送費 △ 10,231,768

　　装飾費 △ 19,481,817

　　資料購入費 △ 3,014,341

　　職員旅費 △ 7,572,905

　　アルバイト賃金 △ 4,496,872

　　印刷費

　　審査員謝金

　　審査員旅費

　　写真撮影費

　　表彰式/借料及び損料

　　通信運搬費 △ 1,932,891

　　消耗品費 △ 299,755

　　雑役務費

　　清掃料 △ 166,000

　　警備費 △ 880,000

　　保険料 △ 686,450

　　試作費

　　実演トーク開催費 △ 2,705,610

　　新規従事者支援費

　　法定福利費（アルバイト） △ 1,065,241

　　栄典費 △ 185

　　研修会開催費 △ 993,863

　　証紙等製造費 △ 603,406

　　イベント開催費 △ 3,723,550

　　外国人誘致費 △ 110,000

　　記念品費 △ 1,237,363

　　雑費 △ 58,243

　　租税公課 △ 511,750

    減価償却費

科　　　　　目

（単位 ：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①基本財産運用益 △ 2,267,261

②受取会費

③受取補助金等収益 △ 15,290,541

　　　国庫補助金収益 △ 18,782,754

　　　国庫助成金収益

④事業収益 △ 37,974,168

　　　伝統工芸士認定事業収益

　　　伝統的工芸ふるさと体験・交流事業負担金収益

　　　伝統証紙事業収益 △ 726,497

　　　伝統工芸青山スクエア事業負担金収益 △ 19,217,368

　　　伝統的工芸品月間事業負担金収益 △ 10,815,350

　　　全国くらしの工芸展負担金収益 △ 3,489,404

　　　伝統的工芸品展WAZA負担金収益 △ 10,288,500

　　　暮らしの中の伝統的工芸品展負担金収益

　　　全国伝統的工芸品公募展負担金収益

　　　伝統的工芸品展販売促進事業収益 △ 1,818,006

　　　その他事業収益

　　　ふれあい広場都府県負担金収益 △ 240,000

⑤雑収益

　　　受取利息 △ 937

　　　雑収益 △ 83,100

　　　消費税還付金

経常収益計 △ 43,754,957

（2）経常費用

①事業費 △ 34,186,478

　　役員報酬

　　職員給与

　　法定福利費（役職員）

　　退職給付費用

    賞与引当金繰入額

　　講習会開催費 △ 14,292,931

　　パンフレット等作成費 △ 13,710,249

　　ＩＴ維持・更新費

　　広告宣伝費

　　借料及び損料 △ 4,910,780

　　委員手当

　　委員等旅費 △ 4,007,449

　　会議費 △ 594,098

　　講師謝金 △ 2,362,941

　　講師旅費 △ 2,837,325

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科　　　　　目

正味財産増減計算書
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（単位 ：円）

当年度 前年度 増減

　　実演費 △ 6,155,108

    説明員旅費 △ 9,398,807

　　試験費

　　認定費

　　調査費

　　研究会費

　　備品費 △ 1,736,236

　　光熱水料 △ 407,231

    内装費 △ 3,076,436

　　展示会出展費 △ 938,960

　　梱包運送費 △ 10,231,768

　　装飾費 △ 19,481,817

　　資料購入費 △ 3,014,341

　　職員旅費 △ 7,572,905

　　アルバイト賃金 △ 4,496,872

　　印刷費

　　審査員謝金

　　審査員旅費

　　写真撮影費

　　表彰式/借料及び損料

　　通信運搬費 △ 1,932,891

　　消耗品費 △ 299,755

　　雑役務費

　　清掃料 △ 166,000

　　警備費 △ 880,000

　　保険料 △ 686,450

　　試作費

　　実演トーク開催費 △ 2,705,610

　　新規従事者支援費

　　法定福利費（アルバイト） △ 1,065,241

　　栄典費 △ 185

　　研修会開催費 △ 993,863

　　証紙等製造費 △ 603,406

　　イベント開催費 △ 3,723,550

　　外国人誘致費 △ 110,000

　　記念品費 △ 1,237,363

　　雑費 △ 58,243

　　租税公課 △ 511,750

    減価償却費

科　　　　　目
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（単位 ：円）

当年度 前年度 増減

②管理費

　　役員報酬 △ 225,000

　　職員給与

　　法定福利費（役職員）

　　退職給付費用

　　賞与引当金繰入額

　　借料及び損料

　　備品費

　　光熱水料 △ 212,961

　　通信運搬費 △ 4,448

　　雑役務費

　　清掃料

　　印刷製本費

　　委員等旅費 △ 2,273,550

　　会議費 △ 573,419

　　職員旅費

　　消耗品費 △ 84,745

　　交際費 △ 59,802

    記念品費

　　厚生費

　　雑費

　　租税公課

　　備品処分損

　　減価償却費

経常費用計 △ 28,686,264

当期経常増減額 △ 13,691,533 △ 15,068,693

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 　 　

（２）経常外費用 　 　

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額 △ 13,691,533 △ 15,068,693

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高 △ 13,691,533

Ⅱ指定正味財産増減の部

（１）基本財産収入 △ 170,000

（２）基本財産評価損益 △ 13,221,000 △ 1,289,500 △ 11,931,500

当期指定正味財産増減額 △ 13,221,000 △ 1,119,500 △ 12,101,500

指定正味財産期首残高 △ 1,119,500

指定正味財産期末残高 △ 13,221,000

Ⅲ正味財産期末残高 △ 26,912,533

経常外収益計

経常外費用計

科　　　　　目
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伝統工芸士 功労 教育 ふるさと 振興指導 産地診断 普及 センター 月間推進 ＩＴ活用 公募展 フォーラム 活用展 子ども体験 図画・作文 共通 小計 普及展示 海外展示 伝統証紙 工芸士展 連携推進 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益

基本財産運用益

受取会費

会員（市区町村）受取会費

会員受取会費

受取補助金等

国庫補助金収益

国庫助成金収益

事業収益

伝統工芸士認定事業収益

雑収益

受取利息

雑収益

消費税還付金

経常収益計
（２）経常費用

事業費

役員報酬

職員給与

法定福利費(役職員)

退職給付費用

賞与引当金繰入額

講習会開催費

パンフレット等作成費

ＩＴ維持・更新費

広告宣伝費

借料及び損料

委員手当

委員等旅費

講師謝金

講師旅費

実演費

説明員旅費

試験費

認定費

調査費

研究会費

光熱水料

装飾費

資料購入費

職員旅費

アルバイト賃金

印刷費

審査員謝金

審査員旅費

写真撮影費

表彰式/借料及び損料

通信運搬費

全国伝統的工芸品公募展負担金収益

伝統的工芸品展販売促進事業収益

その他事業収益

ふれあい広場都府県負担金収益

伝統的工芸品月間事業負担金収益

伝統工芸青山スクエア事業負担金収益

伝統的工芸品展WAZA負担金収益

暮らしの中の伝統的工芸品展負担金収益

法人会計 合計内部取引控除

伝統的工芸ふるさと体験・交流事業負担金収益

伝統証紙事業収益

【正味財産増減計算書内訳表】
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科     目

実施事業等会計 その他会計

梱包運送費

会議費

展示会出展費
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伝統工芸士 功労 教育 ふるさと 振興指導 産地診断 普及 センター 月間推進 ＩＴ活用 公募展 フォーラム 活用展 子ども体験 図画・作文 共通 小計 普及展示 海外展示 伝統証紙 工芸士展 連携推進 共通 小計
法人会計 合計内部取引控除

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

科     目

実施事業等会計 その他会計

消耗品費

雑役務費

清掃料

保険料

試作費

実演トーク開催費

新規従事者支援費

法定福利費(アルバイト)

栄典費

証紙等製造費

イベント開催費

記念品費

雑費

租税公課

減価償却費

管理費

役員報酬

職員給与

法定福利費(役職員)

退職給付費用

賞与引当金繰入額

借料及び損料

備品費

光熱水料

通信運搬費

雑役務費

清掃料

印刷製本費

委員等旅費

会議費

職員旅費

消耗品費

記念品費

租税公課

備品処分損

減価償却費

経常費用計
当期経常増減額 △ 1,985,624 △ 2,843,312 △ 2,263,481 △ 2,957,379 △ 2,628,280 △ 5,547,104 △ 8,734,320 △ 3,998,581 △ 2,480,351 △ 2,883,628 △ 3,462,989 △ 33,839,687 △ 2,426,540 △ 5,152,975 △ 1,880,793 △ 1,240,551 △ 13,691,533

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計

（２）経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額 △ 1,985,624 △ 2,843,312 △ 2,263,481 △ 2,957,379 △ 2,628,280 △ 5,547,104 △ 8,734,320 △ 3,998,581 △ 2,480,351 △ 2,883,628 △ 3,462,989 △ 33,839,687 △ 2,426,540 △ 5,152,975 △ 1,880,793 △ 1,240,551 △ 13,691,533

Ⅱ　指定正味財産増減の部

①基本財産収入

②基本財産評価損益 △ 13,221,000

△ 13,221,000

Ⅲ　正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期末残高

雑費

厚生費

　一般正味財産期末残高

指定正味財産期首残高

　一般正味財産期首残高
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金 現金手元有高

貯蔵品 切手および伝統証紙有高

銀行預金 三菱UFJ銀行他

未収金 WAZA負担金他

前払金 展示場動産保険他

仮払金

　　 流動資産合計

２．固定資産

（１）基本財産
投資有価証券 利付国債

商工債
社債

銀行預金 普通預金（三菱UFJ銀行）

　　基本財産合計

（２）特定資産

退職給付引当資産退職給与分

運営強化基金資産

     特定資産合計

（３）その他の固定資産

什器備品 展示場備品、事務用備品

電話加入権 ＮＴＴ

保証金

　　 その他の固定資産合計

　　   固定資産合計

　　      資産合計

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 ＷＡＺＡ展経費他

預り金 職員等源泉所得税他

前受金 特別展出品管理料他

仮受金 青山スクエア売上入金分他

賞与引当金 職員賞与引当金

　　流動負債合計

２．固定負債

退職給付引当金

　　  固定負債合計

 　 　   負債合計

         正味財産

財　産　目　録
令和3年3月31日現在

科　目 金　額
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財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（ ）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの… 決算時の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）によ

っている。

時価のないもの… 移動平均法による原価法によっている。

（ ）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

什器備品…定額法によっている。

無形固定資産

定額法によっている。

なお、ソフトウェアについては法人内における利用可能期間（５年）に基づき定額法によって

いる。

（ ）引当金の計上基準

貸倒引当金 … 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については、過去の貸倒

実績をもとに算出した貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

賞与引当金 … 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属す

る額を計上している。

退職給付引当金 … 職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、

当期末において発生していると認められる額を計上している。退職給付

債務は期末要支給額に基づいて計算し、会計基準変更時差異は 年で償

却している。

（ ）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっている。
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２．基本財産及び特定資産の増減額及び残高

基本財産及び特定資産の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券

銀行預金

小計

特定資産

退職給付引当資産

運営強化基金資産

小計

合計

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 当期末残高

（うち指定正味

財産からの

充当額）

（うち一般正味

財産からの

充当額）

（うち負債に

対応する額）

基本財産

投資有価証券

銀行預金

小計

特定資産

退職給付引当資産

運営強化基金資産

小計

合計

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品

合計

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（ ）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの… 決算時の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）によ

っている。

時価のないもの… 移動平均法による原価法によっている。

（ ）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

什器備品…定額法によっている。

無形固定資産

定額法によっている。

なお、ソフトウェアについては法人内における利用可能期間（５年）に基づき定額法によって

いる。

（ ）引当金の計上基準

貸倒引当金 … 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については、過去の貸倒

実績をもとに算出した貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

賞与引当金 … 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属す

る額を計上している。

退職給付引当金 … 職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、

当期末において発生していると認められる額を計上している。退職給付

債務は期末要支給額に基づいて計算し、会計基準変更時差異は 年で償

却している。

（ ）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっている。
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５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額
当期末

残高

貸借対照表上

の記載区分

国庫補助金 経済産業省 ―

国庫助成金 厚生労働省 ―

合計

６．その他

退職給付関係

①採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。

②退職給付債務及びその内訳

（単位：円）

①退職給付債務

②会計基準変更時差異の

未処理額

③退職給付引当金（①＋②）

③退職給付費用に関する事項

（単位：円）

①勤務費用

②会計基準変更時差異の

費用処理額

③退職給付費用（①＋②）

④退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末要支給額を基礎として計算して

いる。

⑤会計基準変更時差異の処理年数

１５年 （残存０年）

７．実施事業資産

実施事業資産は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 当期末残高

什器備品

合計
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１．基本財産及び特定資産の明細

２．引当金の明細
（単位：円）

目的使用 その他
 賞与引当金
 退職給付引当金

附属明細書

財務諸表に対する注記２「基本財産及び特定資産の増減額及びその残高」に記載している
ため、記載を省略している。

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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監 査 報 告 書 
 
 

令和３年６月３日 
一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会 
代 表 理 事 宮  川  孝  昭  殿 

 
 

一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会 
     

監事 阿 久 津 正 志  ㊞ 

     

監事 山  田  ひ さ の  ㊞ 

     

監事 髙 木 為 嗣  ㊞ 

  

一般財団法人として令和２年度（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）における一般財

団法人伝統的工芸品産業振興協会の業務および財産の状況ならびに公益目的支出計画の

実施状況について、法令および定款に基づき監査を行ったので、次の通り報告する。 
 
１．監査の方法の概要 
（１）会計監査について、帳簿並びに関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続きを

実施し、計算書類の正確性を検討した。 
（２）業務監査については、理事会及びその他の会議に出席し、理事から業務の報告を

聴取し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続きを用いて理事の業務遂行の

妥当性を検討した。 
（３）公益目的支出計画実施報告については、事業報告、財務諸表、および関係書類

の閲覧など必要と認められる監査手続きを用いて、公益目的支出計画の実施状況

の妥当性を検討した。 
 

２．監査意見 
（１）事業報告の内容は、事実に従い、一般財団法人伝統的工芸品産業振興協会の状況

を正しく示しているものと認める。また、理事の業務執行に関する不正行為、また

は法令もしくは定款に違反する重大な事実はないと認める。 
（２）貸借対照表、正味財産増減計算書、正味財産増減計算書内訳表及び財産目録は、

会計帳簿の記録金額と一致し、法人の収支及び財産の状況を正しく示しているもの

と認める。 
（３）公益目的支出計画実施報告書の内容は、法令または定款に従い、一般財団法人伝

統的工芸品産業振興協会の公益目的支出計画の実施の状況を正しく示しているもの

と認める。 
以上  
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一般財団法人

伝統的工芸品産業振興協会
〒107–0052　東京都港区赤坂 8-1-22
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